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曽良旅日記における時間と行動

一　

は
じ
め
に

　

松
尾
芭
蕉
が
元
禄
二
年（
一
六
八
九
）に『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
旅
に
出
た
際
、

河
合
曽
良
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
曽
良
が
詳

し
い
旅
の
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
既
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
曽
良
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
か
ら
二
年
後
の
元
禄
四
年

（
一
六
九
一
）、
近
畿
地
方
を
一
人
で
旅
し
、
こ
の
際
に
も
同
様
に
詳
し
い
記
録

を
残
し
て
い
る
。
曽
良
は
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
天
候
や
行
動
の
記
述
と
と
も

に
様
々
な
形
で
時
刻
を
記
録
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
記
述
の
う
ち
、
特
に
出
発
と
到
着
に
関
す
る
時
刻
は
、
当
時
の
芭

蕉
や
曽
良
の
旅
の
実
態
を
知
る
上
で
大
き
な
手
掛
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
出
発
と
到
着
の
時
刻
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
更
に

芭
蕉
と
共
に
旅
を
し
た
元
禄
二
年
と
、
曽
良
が
一
人
で
旅
を
し
た
元
禄
四
年
と

の
比
較
を
行
な
い
、
二
つ
の
旅
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る（

一
）。

二　

曽
良
旅
日
記
に
お
け
る
時
刻
表
現
及
び
不
定
時
法
の
考
え
方

　

考
察
に
あ
た
り
、
ま
ず
両
旅
日
記
中
の
時
刻
に
関
す
る
表
現
を
整
理
し
た
。

今
回
、
調
査
し
た
時
刻
表
現
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
「
元
禄
２
」「
元
禄
４
」
の
項
目
の
左
側
の
漢
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
記

さ
れ
た
回
数
を
示
し
て
い
る
。
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２
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禄
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年
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３
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日
（
ノ
）
出

四

二

早
朝

一

七

朝

二
一

四

元
禄
二
年
…「
朝
飯
」３
、「
朝
霧
」１
、「
翌
朝
」１
、

「
明
朝
」
１
除
く
、
元
禄
４
「
朝
飯｣

３
除
く

昼

三
〇

一
八

昼
前
・
昼
時
・
昼
・
昼
時
分
・
昼
比
等
を
含
む
。

元
禄
二
年
…
「
昼
食
」「
昼
飯
」
各
１
除
、
元
禄

四
年
…
同
例
０

暮

一
五

二
七

元
禄
２
「
雨
暮
氣
色
」
除
く
（「
日
暮
」	

含
む
）

黄
昏

一

〇

昏

〇

二

「
ク
ル
」（
＝
暮
る
）
と
し
て
用
い
る

夕
・
夕
方

一
四

三

元
禄
二
年
…
「
夕
飯
」
２
、
元
禄
四
年
同
例	

除
く
、「
夕
食
」
共
に
０

夜

二
六

一
九

元
禄
二
年
「
前
夜
」
２
、「
其
夜
」
６
、「
ソ
ノ
夜
」

１
、「
此
ノ
夜
」
１
、「
一
夜
宿
」
１
、「
今
夜
」
１
、

「
此
夜
」
１
、「
夜
食
」
１
、「
夜
五
ツ
」
１
＝
合

計
十
五
例
除
く　

元
禄
四
年
…
「
前
夜
」
１
、「
夜

前
」
２　
「
其
夜
」
２
、「
ソ
ノ
夜
」
２
＝
合
計

５
例
除
く

夜
中

七

五

夜
半

二

〇

日
ノ
入

一

一

「
日
入
」
表
記
、「
日
没
」
は
無
し

日
未
少
残
ル

一

〇

子
の
み

〇

〇

丑
の
み

一

〇

寅
の
み

〇

〇

方
角
記
述
は
あ
り

卯
の
み

〇

〇

辰
の
み

〇

〇

巳
の
み

〇

〇

午
の
み

一

一

未
の
み

〇

〇

申
の
み

〇

〇

酉
の
み

〇

〇

戌
の
み

〇

一

亥
の
み

〇

〇

九
ツ

〇

〇

八
ツ

〇

〇

七
ツ

一

〇

六
ツ

〇

〇

五
ツ

一

〇

「
夜
五
ツ
」
と
表
記

四
ツ

〇

〇

　

右
の
う
ち
「
尅
・
刻
」
と
あ
る
の
は
、
例
え
ば
「
子
ノ
尅
」
や
「
子
ノ
刻
」

の
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
逆
に
「
子
の
み
」
と
あ
る
の
は
、「
子

ノ
刻
」
や
「
子
ノ
尅
」
と
表
記
さ
れ
ず
、
単
に
「
子
」
と
だ
け
表
記
さ
れ
て
い
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る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

右
を
見
る
と
、「
～
ノ
刻
」「
～
ノ
尅
」
と
い
う
表
記
を
曽
良
は
最
も
多
用
し

て
お
り
、
こ
れ
は
現
在
で
言
う
「
何
時
」
の
よ
う
な
形
で
の
表
記
方
法
に
該
当

し
、
時
刻
表
記
の
方
法
と
し
て
は
当
然
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う（

二
）。

　

次
に
、
曽
良
が
用
い
て
い
る
時
刻
表
記
を
現
在
の
時
刻
表
記
と
し
て
考
え
る

た
め
、
当
時
用
い
ら
れ
て
い
た
不
定
時
法
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

　

時
間
を
表
わ
す
一
単
位
、
す
な
わ
ち
定
時
法
で
言
う
「
一
時
間
」、
不
定
時

法
の
言
い
方
で
「
一
刻
」
の
長
さ
に
つ
い
て
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
定
時
法

で
は
、
い
つ
で
も
そ
の
時
間
の
長
さ
・
時
間
の
量
に
変
化
は
な
い
。
夏
で
も
冬

で
も
、
昼
間
で
も
夜
で
も
一
時
間
は
同
じ
一
時
間
の
長
さ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
不
定
時
法
は
夏
と
冬
、
昼
と
夜
と
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
の
長
さ
・
時

間
の
量
に
違
い
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
太
陽
の
運
行
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
夜

の
長
さ
、
昼
の
長
さ
か
ら
一
刻
の
長
さ
を
決
定
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま

り
昼
の
一
刻
は
、
夏
と
冬
と
で
は
夏
の
方
が
長
く
、
冬
の
方
が
短
い
。
逆
に
夜

の
一
刻
は
夏
の
方
が
短
く
、
冬
の
方
が
長
い
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
の
定
時
法
で
は
一
日
を
二
十
四
等
分
し
て
い
る
。
不
定
時
法
で
は
一
日

を
十
二
分
割
し
て
い
る
が
等
分
で
は
な
い
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、昼
間
の「
一

刻
」
は
昼
間
の
時
間
を
元
に
六
等
分
し
た
も
の
で
あ
り
、
夜
の
「
一
刻
」
は
夜

の
時
間
を
六
等
分
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
昼
と
言
い
、
夜
と
言
っ
た
場
合
も
、
現
在
と
は
定
義
が
異
な
っ
て
い

た
。
現
在
の
考
え
方
で
は
昼
間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
夜
は
日
没
か
ら
日

の
出
ま
で
と
な
る
が
、
不
定
時
法
の
考
え
方
で
は
昼
間
は
明
六
ツ
か
ら
暮
六
ツ

ま
で
、
夜
は
暮
六
ツ
か
ら
明
六
ツ
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
。
一
般
的
に
明
六
ツ
は

日
の
出
、
暮
六
ツ
は
日
没
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
実
際
の
不
定
時
法

で
は
明
六
ツ
は
日
の
出
の
二
刻
半
（
三
十
六
分
）
前
、
暮
六
ツ
は
日
没
の
二
刻

半
（
三
十
六
分
）
後
と
さ
れ
て
い
た
点
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
時
刻
の
呼
び
方
で
あ
る
が
、
現
在
の
概
ね
夜
中
の
零
時
前
後
を
九
ツ
と

し
て
、
一
刻
（
定
時
法
的
に
言
う
と
二
時
間
）
ご
と
に
数
を
減
じ
て
、
八
ツ
、

七
ツ
と
な
り
、
四
ツ
ま
で
数
え
て
、
現
在
の
概
ね
昼
の
十
二
時
前
後
を
再
び
九

ツ
と
し
て
同
様
に
減
じ
て
行
く
数
え
方
を
す
る
。
夜
中
の
零
時
か
ら
昼
の
十
二

時
ま
で
を
六
分
割
、
昼
の
十
二
時
か
ら
夜
中
の
零
時
ま
で
を
六
分
割
し
、
一
日

を
十
二
分
割
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
九
か
ら
始
ま
り
減
っ
て
ゆ
く
の
か
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
明
確
に
は
分
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
同
様
に
一
日
を
十
二
分
割
す
る
方
法
と
し
て
十
二
支

を
当
て
は
め
る
十
二
時
辰
法
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
夜
中
の
零
時
を
子
の
中
刻

と
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
時
刻
表
記
法
は
定
時
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
実
際
に
は
江
戸
時
代
に
は
不
定
時
法
と
し
て
用
い
ら
れ
、
子
の
中

刻
が
夜
九
ツ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
下
本
稿
で
は
、
数
字
に
よ
る
時
刻
表
示
方
法
に
よ
る
一
単
位
時
間
を
「
一

刻
」、
十
二
支
を
用
い
た
時
刻
表
示
方
法
に
よ
る
一
単
位
時
間
を
「
一
時
辰
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

い
ま
不
定
時
法
の
刻
限
表
記
を
現
在
の
時
刻
表
記
に
換
算
し
た
も
の
が
表
２

で
あ
る
。
③
・
④
の
「
東
京
」
と
は
日
本
橋
付
近
を
想
定
し
て
い
る
。
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表２
①定時法 ②不定時法

（仮定）
③夏至

（東京2016/06/21）
③冬至

（東京2016/12/21）
日の出 6：00 4：23 6：44
日没 18：00 19：02 16：34
昼間 13：12 15：51 11：02
夜 10：48 8：09 12：58
昼の一刻 2：12 2：38 1：50
夜の一刻 1：48 1：21 2：09

子

夜四ツ半 23：00 23：06 23：01 22：34
上刻 23：00 ～ 23：40 23：06 ～ 23：42 23：01 ～ 23：28 22：34 ～ 23：17
中

刻
夜九ツ

23：40
　～　23：00
0：20

23：42
　～　0：00
0：18

23：28
　～　23：42
23：56

23：17
　～　23：39
0：00

下刻 0：20 ～ 1：00 0：18 ～ 0：54 23：56 ～ 0：23 0：00 ～ 0：43
夜九ツ半 1：00 0：54 0：23 0：43

丑

上刻 1：00 ～ 1：40 0：54 ～ 1：30 0：23 ～ 0：50 0：43 ～ 1：27
中

刻
夜八ツ

1：40
　～　2：00
2：20

1：30
　～　1：48
2：06

0：50
　～　1：04
1：17

1：27
　～　1：48
2：10

下刻 2：20 ～ 3：00 2：06 ～ 2：42 1：17 ～ 1：44 2：10 ～ 2：53
夜八ツ半 3：00 2：42 1：44 2：53

寅

上刻 3：00 ～ 3：40 2：42 ～ 3：18 1：44 ～ 2：11 2：53 ～ 3：36
中

刻
暁七ツ

3：40
　～　4：00
4：20

3：18
　～　3：36
3：54

2：11
　～　2：25
2：39

3：36
　～　3：58
4：19

下刻 4：20 ～ 5：00 3：54 ～ 4：30 2：39 ～ 3：06 4：19 ～ 5：03
暁七ツ半 5：00 4：30 3：06 5：03

卯

上刻 5：00 ～ 5：40 4：30 ～ 5：10 3：06 ～ 3：46 5：03 ～ 5：43
中

刻
明六ツ

5：40
　～　6：00
6：20

5：10
　～　5：24
5：50

3：46
　～　3：47
4：26

5：43
　～　6：08
6：23

下刻 6：20 ～ 7：00 5：50 ～ 6：30 4：26 ～ 5：06 6：23 ～ 7：03
明六ツ半 7：00 6：30 5：06 7：03

辰

上刻 7：00 ～ 7：40 6：30 ～ 7：14 5：06 ～ 5：59 7：03 ～ 7：39
中

刻
朝五ツ

7：40
　～　8：00
8：20

7：14
　～　7：36
7：58

5：59
　～　6：25
6：51

7：39
　～　7：58
8：16

下刻 8：20 ～ 9：00 7：58 ～ 8：42 6：51 ～ 7：44 8：16 ～ 8：53
朝五ツ半 9：00 8：42 7：44 8：53

巳

上刻 9：00 ～ 9：40 8：42 ～ 9：26 7：44 ～ 8：37 8：53 ～ 9：30
中

刻
朝四ツ

9：40
　～　10：00
10：20

9：26
　～　9：48
10：10

8：37
　～　9：04
9：30

9：30
　～　9：48
10：07

下刻 10：20 ～ 11：00 10：10 ～ 10：54 9：30 ～ 10：23 10：07 ～ 10：43
朝四ツ半 11：00 10：54 10：23 10：43

刻

上刻 11：00 ～ 11：40 10：54 ～ 11：38 10：23 ～ 11：16 10：43 ～ 11：20
中

刻
昼九ツ

11：40
　～　12：00
12：20

11：38
　～　12：00
12：22

11：16
　～　11：42
12：08

11：20
　～　11：39
11：57

下刻 12：20 ～ 13：00 12：22 ～ 13：06 12：08 ～ 13：01 11：57 ～ 12：34
昼九ツ半 13：00 13：06 13：01 12：34
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①定時法 ②不定時法
（仮定）

③夏至
（東京2016/06/21）

③冬至
（東京2016/12/21）

日の出 6：00 4：23 6：44
日没 18：00 19：02 16：34
昼間 13：12 15：51 11：02
夜 10：48 8：09 12：58
昼の一刻 2：12 2：38 1：50
夜の一刻 1：48 1：21 2：09

未

昼九ツ半 13：00 13：06 13：01 12：34
上刻 13：00 ～ 13：40 13：06 ～ 13：50 13：01 ～ 13：54 12：34 ～ 13：10
中

刻
昼八ツ

13：40
　～　14：00
14：20

13：50
　～　14：12
14：34

13：54
　～　14：21
14：47

13：10
　～　13：29
13：47

下刻 14：20 ～ 15：00 14：34 ～ 15：18 14：47 ～ 15：40 13：47 ～ 14：24
昼八ツ半 15：00 15：18 15：40 14：24

申

上刻 15：00 ～ 15：40 15：18 ～ 16：02 15：40 ～ 16：33 14：24 ～ 15：01
中

刻
夕七ツ

15：40
　～　16：00
16：20

16：02
　～　16：24
16：46

16：33
　～　16：59
17：25

15：01
　～　15：19
15：38

下刻 16：20 ～ 17：00 16：46 ～ 17：30 17：25 ～ 18：18 15：38 ～ 16：14
夕七ツ半 17：00 17：30 18：18 16：14

酉

上刻 17：00 ～ 17：40 17：30 ～ 18：10 18：18 ～ 18：58 16：14 ～ 16：54
中

刻
暮六ツ

17：40
　～　18：00
18：20

18：10
　～　18：36
18：50

18：58
　～　19：38
19：38

16：54
　～　17：10
17：34

下刻 18：20 ～ 19：00 18：50 ～ 19：30 19：38 ～ 20：18 17：34 ～ 18：14
暮六ツ半 19：00 19：30 20：18 18：14

戌

上刻 19：00 ～ 19：40 19：30 ～ 20：06 20：18 ～ 20：45 18：14 ～ 18：58
中

刻
宵五ツ

19：40
　～　20：00
20：20

20：06
　～　20：24
20：42

20：45
　～　20：59
21：13

18：58
　～　9：19
19：41

下刻 20：20 ～ 21：00 20：42 ～ 21：18 21：13 ～ 21：40 19：41 ～ 20：24
宵五ツ半 21：00 21：18 21：40 20：24

亥

上刻 21：00 ～ 21：40 21：18 ～ 21：54 21：40 ～ 22：07 20：24 ～ 21：07
中

刻
夜四ツ

21：40
　～　22：00
22：20

21：54
　～　22：12
22：30

22：07
　～　22：21
22：34

21：07
　～　21：29
21：50

下刻 22：20 ～ 23：00 22：30 ～ 23：06 22：34 ～ 23：01 21：50 ～ 22：34
夜四ツ半 23：00 23：06 23：01 22：34
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表
２
上
段
の
欄
①
「
定
時
法
的
」
と
あ
る
の
は
各
刻
限
を
均
等
に
十
二
等
分

し
た
も
の
、
つ
ま
り
一
刻
を
等
し
く
二
時
間
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単

に
定
時
法
を
不
定
時
法
の
呼
び
方
に
し
た
だ
け
で
あ
り
、
不
定
時
法
の
実
態
と

は
異
な
る
。
但
し
こ
の
よ
う
に
し
て
不
定
時
法
を
現
行
の
時
刻
表
記
で
表
わ
す

方
法
は
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
お
り
、
誤
解
を
生
む
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　

表
２
上
段
の
欄
②
の
よ
う
に
一
種
の
理
想
状
態
の
春
分
或
い
は
秋
分
と
し

て
、
日
の
出
が
六
・
〇
〇
、
日
没
が
一
八
・
〇
〇
と
仮
定
す
る
と
、
現
在
の
考

え
方
で
は
昼
と
夜
が
そ
れ
ぞ
れ
十
二
時
間
で
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

不
定
時
法
の
考
え
方
で
は
、
昼
は
夜
明
け
（
六
・
〇
〇
）
よ
り
三
六
分
早
い
明

六
ツ
の
五
・
二
四
か
ら
、
日
没
（
一
八
・
〇
〇
）
後
三
六
分
経
っ
た
暮
六
ツ
の

一
八
・
三
六
ま
で
の
十
三
時
間
十
二
分
と
な
り
、
夜
は
暮
六
ツ
（
一
八
・
三
六
）

か
ら
明
六
ツ
（
五
・
二
四
）
ま
で
の
十
時
間
四
十
八
分
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
天

文
学
的
に
言
え
ば
、夜
は
前
日
の
暮
六
ツ
か
ら
当
日
の
明
六
ツ
ま
で
と
な
る
か
、

ま
た
は
当
日
の
暮
六
ツ
か
ら
翌
日
の
明
六
ツ
ま
で
と
な
り
、
日
を
跨
ぐ
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
昼
夜
の
時
間
、
一
刻
の
長
さ
も
厳
密
に
は
僅
か
に
異
な
る
が
、
今
回

は
そ
の
差
は
無
視
し
て
も
構
わ
な
い
と
判
断
し
考
慮
し
な
か
っ
た
。

　

次
に
、
も
う
少
し
詳
し
く
表
２
の
不
定
時
法
算
出
方
法
に
つ
い
て
、
②
を
例

に
説
明
す
る
。

　

基
準
に
な
る
の
は
日
の
出
と
日
の
入
り
の
時
刻
で
あ
る
が
、
不
定
時
法
の
場

合
に
は
、
日
の
出
と
日
の
入
り
か
ら
算
出
さ
れ
る
明
六
ツ
・
暮
六
ツ
が
更
に
基

準
と
な
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
表
２
②
の
場
合
、
不
定
時
法
で
は
昼
の
時

間
は
十
三
時
間
十
二
分
、
夜
の
時
間
は
十
時
間
四
十
八
分
に
な
る
。

　

次
に
昼
間
の
一
刻
の
長
さ
を
求
め
る
為
に
、
昼
間
の
長
さ
十
三
時
間
十
二
分

を
六
等
分
す
る
と
一
刻
の
長
さ
は
二
時
間
十
二
分
と
な
る
。
明
六
ツ
五
・
二
四

に
二
時
間
十
二
分
を
加
算
し
た
七
・
三
六
が
朝
五
ツ
と
な
る
。
以
下
同
様
に
二

時
間
十
二
分
を
加
算
し
て
ゆ
け
ば
、
順
次
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

夜
の
場
合
も
同
じ
計
算
方
法
で
あ
る
。
右
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
夜
の
長
さ

十
時
間
四
十
八
分
を
六
等
分
す
る
と
、
夜
の
一
刻
は
一
時
間
四
十
八
分
に
な

る
。
暮
六
ツ
の
一
八
・
三
六
に
一
時
間
四
十
八
分
を
加
算
す
る
と
二
〇
・
二
四
と

な
り
、
こ
れ
が
次
の
宵
五
ツ
と
な
り
、
以
下
同
様
に
一
時
間
四
十
八
分
を
加
算

し
て
ゆ
け
ば
よ
い
。

　

た
だ
し
、
右
に
も
述
べ
た
よ
う
に
子
の
中
刻
が
夜
九
ツ
に
当
る
の
と
同
様
、

明
六
ツ
は
卯
の
中
刻
に
該
当
す
る
。
す
る
と
卯
の
刻
は
七
ツ
半
に
始
ま
り
、
六

ツ
半
に
終
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、こ
こ
で
「
半
刻
」
の
単
位
を
導
入
す
る
と
、

昼
夜
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
の
分
割
数
は
二
倍
の
十
二
に
な
る
。
昼
間
の
時
間
で
あ

る
十
三
時
間
十
二
分
を
十
二
等
分
す
る
と
、
六
六
分
が
半
刻
の
時
間
に
相
当
す

る
。そ
こ
で
明
六
ツ
五
・
二
四
の
六
六
分
後
の
六
・
三
〇
が
明
六
ツ
半
と
な
っ
て
、

卯
の
刻
の
終
り
＝
辰
の
刻
の
始
ま
り
と
な
る
。
こ
れ
に
更
に
半
刻
の
六
六
分
を

加
え
る
と
辰
の
中
刻
＝
朝
五
ツ
と
な
り
、
先
程
と
同
様
七
・
三
六
に
な
る
。

　

ま
た
半
刻
か
ら
半
刻
ま
で
の
一
刻
が
一
時
辰
に
相
当
す
る
の
で
、
昼
の
一
刻

で
あ
る
二
時
間
十
二
分
を
三
等
分
し
た
四
四
分
ご
と
に
、昼
の
一
時
辰
の
上
刻
・

中
刻
・
下
刻
が
求
め
ら
れ
る
。

　

夜
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
夜
の
一
刻
に
相
当
す
る
一
時
間
四
十
八
分
を
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三
等
分
し
た
三
六
分
ご
と
に
、
夜
一
時
辰
の
上
刻
・
中
刻
・
下
刻
と
な
る
。

　

以
上
を
模
式
的
に
示
す
と
図
１
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
明
六
ツ
を
含
む
卯
の
刻
と
、
暮
六
ツ
を
含
む
酉
の

刻
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
言
わ
ば
夜
と
昼
の
境
界
に
位
置
す
る
た
め
、
昼
の
一

刻
・
一
時
辰
、
夜
の
一
刻
・
一
時
辰
と
同
様
に
は
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
図
１

か
ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
卯
の
刻
と
酉
の
刻
は
、
夜
の
半
刻
と
昼
の
半
刻

と
を
併
せ
持
つ
こ
と
に
な
り
、
一
時
辰
の
長
さ
も
昼
夜
一
時
辰
の
い
ず
れ
と
も

異
な
っ
て
く
る
。

　

ま
た
図
１
で
、
暁
七
ツ
は
寅
の
刻
の
ち
ょ
う
ど
中
央
、
朝
五
ツ
は
辰
の
刻
の

中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
昼
・
夜
の
一
時
辰
の
場
合
、
そ
の
中
央
に
「
半
」
で

は
な
い
キ
リ
の
い
い
刻
限
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
六
ツ
時
は
必
ず

し
も
そ
う
は
な
ら
な
い
。
図
１
の
場
合
で
は
明
六
ツ
は
暁
七
ツ
半
の
方
の
夜
側

に
寄
っ
て
お
り
、
暮
六
ツ
も
同
様
に
暮
六
ツ
半
の
夜
側
の
方
に
寄
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
表
２
②
の
場
合
（
不
定
時
法
で
は
）
昼
の
時
間
よ
り
も
夜
の
時
間
の
方

が
短
い
こ
と
に
よ
り
、
当
然
夜
の
一
刻
・
半
刻
も
短
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

表
２
②
に
比
べ
て
、
昼
よ
り
も
更
に
夜
が
短
い
③
の
夏
至
の
場
合
を
見
て
み

る
と
、
暮
六
ツ
の
時
刻
一
九
・
三
八
は
も
っ
と
夜
側
に
寄
っ
た
こ
と
で
、
酉
の

中
刻
の
終
り
＝
下
刻
の
始
ま
り
の
時
刻
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
中
刻
」
と
い
う
呼
び
方
か
ら
す
る
と
奇
妙
で
は
あ
る
が
、
右
に
述
べ
て

き
た
よ
う
な
不
定
時
法
の
原
理
に
基
づ
く
算
出
方
法
か
ら
す
る
と
、
言
わ
ば
止

む
を
得
な
い
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う（

三
）。

図１　表２②における明六ツ・暮六ツ前後を図式化したもの

昼半刻66分 昼半刻66分 昼半刻	 66分 夜半刻	 54分 夜半刻54分 夜半刻54分

昼一刻　１３２分
辰　の　刻

１２０分
卯　の　刻

夜一刻　１０８分
寅　の　刻

下刻
44分

中刻
44分

上刻
44分

下刻
40分

中刻
40分

上刻
40分

下刻
36分

中刻
36分

上刻
36分

	 8：42	 7：58	 7：36	 7：14	 6：30	 5：50	 5：24	 5：10	 4：30	 3：54	 3：36	 3：18	 2：42

昼側 日出　36分
6：00→→→

夜側
朝
五
ツ
半

朝
五
ツ

明
六
ツ
半

明
六
ツ

暁
七
ツ
半

暁
七
ツ

夜
八
ツ
半

夜半刻54分 夜半刻54分 夜半刻	 54分 昼半刻	 66分 昼半刻66分 昼半刻66分

夜一刻　１０８分
戌　の　刻

１２０分
酉　の　刻

昼一刻　１３２分
申　の　刻

下刻
36分

中刻
36分

上刻
36分

下刻
40分

中刻
40分

上刻
40分

下刻
44分

中刻
44分

上刻
44分

	 21：18	 20：42	 20：24	 20：06	 19：30	 18：50	 18：36	 18：10	 17：30	 16：46	 16：24	 16：02	 15：18

夜側 36分　日没
←←←18：00

昼側
宵
五
ツ
半

宵
五
ツ

暮
六
ツ
半

暮
六
ツ

夕
七
ツ
半

夕
七
ツ

昼
八
ツ
半



─ 142 ─

　

な
お
昼
九
ツ
（
現
代
で
言
う
正
午
）
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
く
。
不
定
時

法
の
場
合
、
昼
九
ツ
は
昼
間
の
時
間
の
中
央
に
相
当
す
る
。
つ
ま
り
太
陽
が
真

南
に
位
置
す
る
南
中
時
刻
と
同
義
で
あ
る
。
表
２
②
の
場
合
、
一
種
の
理
想
状

態
で
あ
る
た
め
、
六
時
の
日
の
出
と
十
八
時
の
日
没
の
中
央
に
該
当
す
る
ち
ょ

う
ど
十
二
時
が
昼
九
ツ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
表
２
③
や
④
で
は
昼
九
ツ
が

十
二
時
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
③
・
④
と
も
東
京
日
本
橋
付
近
の
日
の
出
・

日
の
入
り
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
東
京
日
本
橋
付
近
で
は

確
か
に
太
陽
自
体
は
こ
の
時
刻
に
南
中
し
て
い
る
の
だ
が
、
現
在
の
時
刻
制
度

で
あ
る
日
本
標
準
時
は
、
明
石
の
東
経
一
三
五
度
を
基
準
子
午
線
と
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
時
点
で
明
石
で
は
ま
だ
太
陽
が
南
中
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
現
在
で
も
同
様
で
あ
り
、
東
京
に
お
け
る
太
陽
の
南
中
時
刻
は
十
二
時

よ
り
も
早
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
昼
九
ツ
が
十
二
時
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
は
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
早
朝
の
テ
レ
ビ
の
気
象
情
報
で
各
地
の

模
様
を
中
継
し
て
い
る
時
、
東
日
本
で
は
既
に
明
る
い
の
に
、
西
日
本
や
九
州

で
は
ま
だ
暗
い
の
と
同
じ
現
象
で
あ
る（

四
）。

　

既
に
記
し
た
よ
う
に
、
不
定
時
法
の
時
刻
を
求
め
る
た
め
に
は
当
該
地
点
で

の
日
の
出
と
日
没
の
時
刻
が
必
要
に
な
る
。
つ
ま
り
今
み
た
南
中
時
刻
の
よ
う

に
、
場
所
が
異
な
る
と
当
然
時
刻
も
異
な
っ
て
く
る
。
た
だ
し
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
場
所
が
違
う
か
ら
不
定
時
法
の
時
刻
が
異
な
る
の
で
は
な

く
、
場
所
ご
と
に
日
の
出
・
日
の
入
り
の
時
刻
が
違
っ
て
い
る
か
ら
、
異
な
っ

た
結
果
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
仮
に
異
な
る
二
地
点
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
二
地
点
の
日
の
出
・
日
の
入
り
の
時
刻
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

不
定
時
法
で
は
同
じ
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

地
点
ご
と
の
日
の
出
日
の
入
り
の
時
刻
は
基
本
的
に
は
緯
度
と
経
度
か
ら
算

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
実
際
に
は
高
度
や
周
囲
の
地
形
の
影
響
も
受
け
る
）。

し
か
し
複
雑
な
計
算
式
に
な
る
た
め（

五
）、

本
稿
で
は
広
く
再
検
証
性
を
考
慮
し
、

公
開
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
に
計
算
を
委
ね
る
こ
と
と
し

た
。
今
回
、
緯
度
・
経
度
に
基
づ
き
日
の
出
・
日
の
入
り
を
算
出
す
る
に
際
し

て
は
、
国
立
天
文
台
の
ペ
ー
ジ（

六
）に

よ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
「
日
時
」
と
「
計
算
地
点
」
を
入
力
す
る
と
「
日
の
出
入

り
・
南
中
時
」
の
ほ
か
に
も
「
夜
明
け
・
日
暮
れ
」、「
月
の
出
入
り
・
南
中
時
」

等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

入
力
す
る
日
時
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
元
禄
二
年
・
四
年
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
暦

日
付
を
陽
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
）
に
直
し
た
も
の
を
用
い
た（

七
）。

ま
た
年
は
便
宜

上
二
〇
一
六
年
を
入
力
デ
ー
タ
と
し
た
。

　

天
文
学
的
に
は
、
太
陽
暦
の
日
付
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
日
の
出
・
日
の
入
り

の
時
刻
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
一
月

一
日
の
日
の
出
・
日
の
入
り
の
時
刻
と
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
年
一
月

一
日
の
日
の
出
・
日
の
入
り
の
時
刻
と
は
、
厳
密
に
は
違
い
が
あ
る
と
当
然
予

想
さ
れ
る
。
国
立
天
文
台
の
ペ
ー
ジ
で
は
元
禄
二
年
は
入
力
デ
ー
タ
範
囲
外

の
た
め
計
算
結
果
を
示
せ
な
い
。
し
か
し
二
〇
一
六
年
と
二
〇
一
七
年
を
例

に
と
っ
て
み
て
も
、
東
京
に
お
け
る
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
の
日
の
出
は
六
・

五
〇
、
日
の
入
り
は
一
六
・
三
八
だ
が
、
二
〇
一
七
年
一
月
一
日
だ
と
日
の
出

は
六
・
五
一
、
日
の
入
り
は
一
六
・
三
九
に
な
り
、
僅
か
で
は
あ
る
が
異
な
っ
て
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い
る
。
し
か
し
こ
れ
も
本
稿
の
性
質
か
ら
問
題
視
し
な
か
っ
た
こ
と
を
断
っ
て

お
く
。

　

ま
た
「
計
算
地
点
」
と
し
て
は
、
同
じ
く
「
こ
よ
み
の
計
算
」
の
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
入
力
方
法
と
し
てGoogle M

ap

を
選
択
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
用

い
た（

八
）。

も
ち
ろ
ん
元
禄
二
年
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
に
つ
い
て
は
芭
蕉
の
宿

泊
地
と
し
て
曽
良
の
記
す
場
所
を
か
な
り
狭
く
特
定
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、

お
お
よ
そ
の
地
点
ま
で
し
か
分
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
元
禄
四
年
の
場
合
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
詳
細
に
は
分
っ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
場

所
の
特
定
に
関
し
て
は
本
稿
の
恣
意
性
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
後
述
す
る
よ

う
に
本
稿
で
入
力
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
た
緯
度
・
経
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

掲
載
す
る
こ
と
で
広
く
御
高
見
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

　

た
だ
、
緯
度
・
経
度
の
差
が
距
離
に
及
ぼ
す
影
響
と
い
う
こ
と
で
は
、
緯
度

一
秒
の
違
い
は
約
三
一
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
経
度
は
東
京
近
辺
の
北
緯
三
十
五
度

付
近
で
一
秒
の
違
い
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
も
本
稿
で
は
誤
差
の

範
囲
内
と
考
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

以
上
、
不
定
時
法
の
時
刻
表
記
の
導
き
出
し
方
と
、
本
稿
で
の
限
界
に
つ
い

て
述
べ
た
。
右
で
は
か
な
り
原
則
通
り
に
不
定
時
法
の
時
刻
に
つ
い
て
考
え
た

わ
け
だ
が
、
し
か
し
な
が
ら
当
時
は
、
も
と
よ
り
時
計
な
ど
普
及
し
て
い
る
は

ず
も
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
厳
密
に
用
い
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
不
定

時
法
の
考
え
方
、
受
け
取
り
方
自
体
に
も
混
乱
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で

あ
る
。
特
に
上
刻
・
中
刻
・
下
刻
に
つ
い
て
は
混
乱
し
て
い
た
よ
う
で
、
暦
法

で
の
時
刻
と
、
民
間
で
の
受
け
取
ら
れ
方
に
差
が
あ
り
、
そ
の
差
は
半
刻
（
現

代
の
時
刻
制
度
で
約
一
時
間
）
に
も
な
っ
た
と
い
う（

九
）。

上
刻
・
中
刻
・
下
刻
に

つ
い
て
は
曽
良
が
多
用
し
て
お
り
、
本
稿
と
し
て
も
多
大
な
関
心
を
払
わ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
既
述
の
よ
う
に
不
定
時
法
算
出
の
原
理
に
則
る
こ
と

に
し
た
。

三　

曽
良
旅
日
記
に
お
け
る
発
着
時
間

　

不
定
時
法
の
求
め
方
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
実
際
の
曽
良
旅
日

記
の
発
着
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

曽
良
の
旅
日
記
は
元
禄
二
年
と
、
元
禄
四
年
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
は
冒
頭

に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
元
禄
二
年
の
曽
良
の
時
間
表
記
に
関
し
て

は
早
乙
女
常
太
郞
氏
に
よ
る
先
行
研
究
が
あ
り（

十
）、

こ
の
中
で
氏
は
不
定
時
法
を

現
代
の
時
刻
に
換
算
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
早
乙
女
氏
論
文
に
お
け
る
、
不

定
時
法
を
確
認
す
る
。

　

早
乙
女
氏
は
「
俳
文
藝
」
第
二
三
号
・
二
五
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
先
に
本
稿

が
表
２
の
②
で
示
し
た
一
種
の
理
想
状
態
と
し
て
の
春
分
あ
る
い
は
秋
分
に
つ

い
て
、
表
形
式
で
現
代
の
時
刻
に
換
算
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
日

の
出
が
六
・
〇
〇
、
日
没
が
一
八
・
〇
〇
と
仮
定
し
て
、
不
定
時
法
で
の
各
刻
限

を
計
算
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
本
稿
の
計
算
結
果
（
表
２
②
）
と
一
致
し

て
い
る
。

　

夏
至
の
場
合
・
冬
至
の
場
合
は
、
早
乙
女
論
文
で
は
、
夏
至
の
日
の

出
・
日
の
入
り
の
時
刻
を
四
・
二
五
と
一
九
・
〇
〇
（
本
稿
表
２
③
で
は
四
・

二
三
、一
九
・
〇
二
）、
冬
至
の
日
の
出
・
日
の
入
り
の
時
刻
を
六
・
四
七
と
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一
六
・
三
二
（
本
稿
表
２
④
で
は
六
・
四
四
、一
六
・
三
四
）
と
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
計
算
結
果
が
微
妙
に
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
結
果
を
得
て
お
り

換
算
法
と
し
て
同
一
と
判
断
し
得
る
に
足
る
。

　

以
上
か
ら
、
本
稿
と
早
乙
女
氏
論
文
に
お
け
る
不
定
時
法
の
換
算
方
法
は
同

一
で
あ
る
と
し
て
問
題
は
無
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
次
に
本
稿
で
は
、
ま
ず
元
禄
二
年
・
四
年
に
お
け
る
時
間
に
関
す
る

記
述
と
同
時
に
発
着
の
記
述
が
あ
る
も
の
に
関
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

以
下
に
掲
げ
る
表
３
・
表
４
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
禄
二
年
・
四
年
に
つ
い
て
、

出
発
と
時
刻
と
に
関
し
両
方
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
場
合
を
一
覧
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
表
５
・
表
６
は
同
様
に
到
着
に
関
す
る
記
述
と
時
刻
と
の
両
方
が
表

記
さ
れ
た
場
合
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
最
初
に
断
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
曽
良
は
単
に
出
発
・
到
着

の
事
実
の
み
を
記
し
て
、
時
間
表
記
を
し
て
い
な
い
場
合
の
方
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
出
発
に
関
し
て
は
、
元
禄
二
年
の
場
合
は
三
月
二
十
七
日
～
九

月
六
日
ま
で
の
一
五
六
日
の
う
ち
の
三
二
例
、
元
禄
四
年
の
場
合
は
三
月
四
日

～
七
月
二
十
五
日
ま
で
の
一
三
九
日
の
う
ち
の
四
十
例
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全

体
の
約
二
〇
％
、
三
〇
％
に
当
る
。

　

同
様
に
到
着
に
関
し
て
は
、
元
禄
二
年
の
場
合
は
一
五
六
日
の
う
ち
の
五
十

例
、
元
禄
四
年
の
場
合
に
は
一
三
九
日
の
う
ち
の
三
十
二
例
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
全
体
の
約
三
〇
％
、
約
二
五
％
に
あ
た
る
。

　

こ
れ
を
以
て
全
体
を
推
測
す
る
に
は
不
十
分
な
感
は
否
め
な
い
が
、
旅
の
実

態
の
一
端
に
触
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

　

次
に
表
の
各
項
目
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

　
「
旧
暦
日
付
」
と
は
旅
日
記
自
体
に
記
さ
れ
て
い
る
日
付
で
あ
り
、「
陽
暦
日

付
」
と
は
こ
れ
を
現
行
の
太
陽
暦
に
し
た
日
付
で
あ
る
。「
状
況
」
と
し
た
の

は
時
間
に
関
す
る
記
述
前
後
の
文
章
で
あ
る
。
推
定
緯
度
・
推
定
経
度
は
既
述

の
通
り
、
国
立
天
文
台
の
「
こ
よ
み
の
計
算
」
で
、Google M

ap

を
用
い
て

示
さ
れ
た
緯
度
と
経
度
を
記
載
し
た
。「
推
定
時
間
」と
あ
る
の
が
、本
稿
の「
二
」

で
説
明
し
た
方
法
に
よ
り
不
定
時
法
を
現
代
の
時
刻
制
に
換
算
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
表
３
・
表
５
の
み
に
存
在
す
る
項
目
「
早
乙
女
論
文
推
定
時
間
」
は
、

早
乙
女
氏
の
「『
曽
良
旅
日
記
』
の
時
刻
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
同
じ
箇
所

に
つ
い
て
推
定
し
て
い
る
時
刻
で
あ
る
。

　

本
稿
と
早
乙
女
論
文
と
で
推
定
時
間
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
計

算
式
に
入
れ
る
数
値
、
こ
の
場
合
日
の
出
・
日
没
の
時
刻
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。
そ
の
原
因
は
推
定
地
点
（
緯
度
・
経
度
）
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。（
早
乙
女
論
文
は
逐
一
そ
の
緯
度
・
経
度
の
推
定

値
を
掲
載
し
て
い
な
い
。）
し
か
し
本
稿
で
推
定
し
た
時
間
と
、
早
乙
女
氏
論

文
で
の
推
定
時
間
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
差
は
僅
か
で
あ
り
、
中
に
は
一
致
す

る
も
の
も
あ
る
。
既
に
右
で
確
認
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
稿
の
換
算
方
式

で
特
に
問
題
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
表
３
と
４
と
を
、
つ
ま
り
元
禄
二
年
と
四
年
と
の
出
発
時
刻
に
つ
い
て

比
較
し
て
み
る
。



─ 145 ─

曽良旅日記における時間と行動
表

３
　

元
禄

２
年

曽
良

旅
日

記
の

出
発

に
関

す
る

時
間

旧
暦

日
付

陽
暦

日
付

時
間

に
関

す
る

表
記

状
況

場
所

備
考

推
定

緯
度

推
定

経
度

推
定

標
高

推
定

時
間

早
乙

女
論

文
推

定
時

間
日

出
時

刻
日

の
出

前
3/

27
5/

16
日

出
深

川
出

船
深

川
35

.6
84

07
65

1
13

9.
79

56
78

4
0

4:
35

4:
36

4:
35

●
3/

28
5/

17
辰

上
尅

(雨
)〔

暫
〕

止
ニ

依
テ

宿
出

春
日

部
前

泊
地

35
.9

80
56

85
5

13
9.

76
16

94
8

6
5:

13
～

6:
04

5:
16

～
6:

07
4:

33
3/

29
5/

18
辰

ノ
上

尅
マ

ヽ
ダ

ヲ
出

間
々

田
前

泊
地

36
.2

62
58

81
13

9.
76

21
65

5
26

5:
12

～
6:

03
5:

16
～

6:
07

4:
31

4/
1

5/
19

辰
上

尅
宿

ヲ
出

鹿
沼

前
泊

地
36

.5
67

13
49

9
13

9.
74

72
08

2
14

9
5:

10
～

6:
02

5:
11

～
6:

02
4:

29
4/

2
5/

20
辰

ノ
中

尅
宿

ヲ
出

日
光

上
鉢

石
町

36
.7

53
25

50
9

13
9.

60
51

69
1

59
7

6:
00

～
6:

26
～

6:
52

6:
02

～
6:

58
4:

26
4/

3
5/

21
辰

上
尅

玉
入

ヲ
立

玉
生

36
.7

74
94

02
13

9.
84

83
86

5
25

9
5:

07
～

5:
59

5:
11

～
6:

02
4:

26
4/

18
6/

5
午

ノ
尅

高
久

角
左

衛
門

宿
ヲ

立
高

久
36

.9
91

23
13

1
14

0.
06

29
41

8
31

4
10

:1
8

～
12

:5
8

10
:1

9
～

12
:5

5
4:

17
4/

20
6/

7
（

辰
）

下
尅

湯
本

ヲ
立

那
須

湯
本

37
.0

96
78

98
6

14
0.

00
14

48
1

82
2

6:
45

～
7:

38
6:

51
～

7:
43

4:
14

4/
29

6/
16

巳
中

尅
発

足
須

賀
川

37
.2

86
21

89
14

0.
37

40
95

4
26

0
8:

31
～

8:
58

～
9:

25
8:

33
～

9:
26

4:
14

5/
1

6/
17

日
出

～
ノ

比
宿

ヲ
出

郡
山

37
.3

98
17

55
5

14
0.

38
47

26
4

22
9

4:
14

4:
16

4:
14

●
5/

3
6/

19
巳

ノ
上

尅
（

雨
）

止
。

飯
坂

ヲ
立

飯
坂

37
.8

30
03

96
5

14
0.

45
42

39
8

96
7:

38
～

8:
32

7:
39

～
8:

32
4:

14
5/

4
6/

20
辰

ノ
尅

白
石

ヲ
立

白
石

38
.0

03
20

69
1

14
0.

62
09

71
3

50
4:

57
～

7:
38

4:
57

～
7:

37
4:

13
5/

8
6/

24
巳

ノ
尅

（
小

雨
）

～
ヨ

リ
晴

ル
。

仙
臺

ヲ
立

仙
台

38
.2

60
25

74
4

14
0.

87
06

97
1

41
7:

38
～

10
:1

8
7:

37
～

10
:1

7
4:

13
5/

9
6/

25
辰

ノ
尅

塩
竃

明
神

ヲ
拝

。
帰

而
出

船
。

塩
釜

38
.3

18
84

1
14

1.
01

26
15

4
55

4:
56

～
7:

37
4:

57
～

7:
37

4:
12

5/
13

6/
29

巳
ノ

尅
～

ヨ
リ

平
泉

ヘ
趣

一
関

38
.9

32
55

29
5

14
1.

13
25

79
9

23
7:

37
～

10
:1

8
7:

40
～

10
:2

0
4:

12
5/

27
7/

13
辰

ノ
中

尅
尾

花
沢

ヲ
立

テ
立

石
寺

ヘ
趣

尾
花

沢
清

風
宅

と
解

す
38

.6
06

29
11

4
14

0.
40

43
38

98
5:

59
～

6:
26

～
6:

52
6:

00
～

6:
52

4:
23

6/
1

7/
17

辰
刻

大
石

田
を

立
。

辰
刻

、
一

栄
、

川
水

、
弥

陀
堂

迠
送

ル
大

石
田

38
.5

87
40

51
8

14
0.

37
34

85
2

62
5:

09
～

7:
47

5:
13

～
7:

49
4:

26

6/
28

8/
13

朝
晴

。
中

村
ヲ

立
。

中
村

前
泊

地
。

天
候

発
着

併
記

。
日

出
後

と
す

る
38

.4
39

24
64

6
13

9.
59

29
50

3
11

2
4:

52
～

無
し

4:
52

●

7/
1

8/
15

巳
ノ

尅
村

上
ヲ

立
村

上
38

.2
26

46
80

2
13

9.
47

90
81

2
7

8:
03

～
10

:3
1

8:
06

～
10

:3
3

4:
56

7/
2

8/
16

辰
ノ

刻
～

立
築

地
村

38
.0

60
05

38
6

13
9.

35
83

83
1

10
5:

36
～

8:
04

5:
39

～
8:

06
4:

58
7/

4
8/

18
辰

ノ
上

刻
弥

彦
ヲ

立
弥

彦
37

.7
06

72
81

8
13

8.
82

59
57

9
60

5:
38

～
6:

28
5:

39
～

6:
28

5:
01

7/
5

8/
19

辰
ノ

上
刻

～
（

雨
）

止
。

出
雲

崎
ヲ

立
出

雲
崎

37
.5

42
46

67
1

13
8.

68
65

56
8

6
5:

41
～

6:
30

5:
39

～
6:

28
5:

04

7/
6

8/
20

昼
時

鉢
崎

ヲ
～

黒
井

ヨ
リ

ス
グ

ニ
濱

ヲ
通

テ
、

今
町

ヘ
渡

ス
鉢

崎
鉢

崎
、

午
中

刻
と

し
た

37
.3

20
89

29
5

13
8.

43
75

15
1

6
11

:24
～

11
:49

～
12

:13
11

:4
7

5:
06

7/
11

8/
25

巳
ノ

下
尅

高
田

ヲ
立

高
田

37
.1

18
25

44
7

13
8.

24
39

21
3

11
9:

48
～

10
:3

6
9:

44
～

10
:3

3
5:

11
7/

27
9/

10
巳

ノ
上

刻
～

立
小

松
36

.4
07

34
67

3
13

6.
44

88
55

5
2

8:
23

～
9:

09
8:

22
～

9:
08

5:
32

8/
7

9/
20

辰
ノ

中
刻

～
全

昌
寺

ヲ
立

全
昌

寺
36

.3
01

34
55

13
6.

30
87

02
8

8
6:

56
～

7:
18

～
7:

40
6:

51
～

7:
46

5:
40

8/
8

9/
21

日
ノ

出
森

岡
ヲ

～
ニ

立
テ

森
岡

森
田

宿
(下

森
田

本
町

付
近

)
36

.1
04

15
90

4
13

6.
22

53
71

2
6

5:
42

5:
41

5:
42

●
8/

9
9/

22
日

ノ
出

過
～

ニ
立

今
庄

35
.7

72
88

01
7

13
6.

19
67

93
6

13
2

5:
41

～
5:

42
～

5:
41

●
8/

11
9/

24
巳

ノ
上

刻
ツ

ル
ガ

立
敦

賀
大

和
屋

35
.6

55
75

60
5

13
6.

06
99

17
8

2
8:

28
～

9:
12

8:
25

～
9:

10
5:

45
8/

15
9/

28
辰

ノ
中

尅
出

船
大

垣
前

泊
地

35
.3

55
95

00
9

13
6.

61
24

73
5

6:
59

～
7:

21
～

7:
43

7:
02

～
7:

48
5:

46
9/

3
10

/1
5

辰
ノ

尅
～

立
伊

勢
長

島
同

上
35

.0
93

41
17

5
13

6.
69

91
26

4
0

6:
25

～
8:

30
6:

26
～

8:
30

5:
59

9/
6

10
/1

8
辰

尅
出

船
大

垣
35

.3
55

95
00

9
13

6.
61

24
73

5
6:

28
～

8:
32

6:
26

～
8:

30
6:

02
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表
４

　
元

禄
４

年
曽

良
旅

日
記

の
出

発
に

関
す

る
時

間
旧

暦
日

付
陽

暦
日

付
時

間
に

関
す

る
表

記
状

況
場

所
備

考
推

定
緯

度
推

定
経

度
推

定
標

高
推

定
時

間
日

出
時

刻
日

の
出

前
3/

4
4/

2
未

ノ
尅

庵
ヲ

出
深

川
35

.6
84

07
65

1
13

9.
79

56
81

8
2

12
:5

4
～

15
:1

2
5:

26
4/

8
5/

5
辰

ノ
上

尅
広

瀬
立

広
瀬

34
.3

35
02

13
4

13
5.

81
27

76
4

44
6

5:
38

～
6:

28
4:

59
4/

9
5/

6
日

出
カ

ミ
ヤ

ヲ
立

高
野

神
谷

34
.2

39
33

65
3

13
5.

56
47

84
7

38
0

5:
02

5:
02

●
4/

11
5/

8
卯

ノ
中

尅
立

長
井

33
.9

69
11

76
8

13
5.

73
59

86
1

20
8

4:
18

～
4:

23
～

4:
58

4:
59

●
4/

12
5/

9
巳

ノ
刻

出
船

熊
野

本
宮

33
.8

38
50

51
8

13
5.

77
47

64
1

60
8:

08
～

10
:3

8
4:

59
4/

13
5/

10
卯

中
尅

濱
宮

立
濱

宮
33

.6
44

17
51

7
13

5.
93

45
99

6
5

4:
18

～
4:

23
～

4:
58

4:
59

●
4/

14
5/

11
卯

ノ
上

尅
ウ

ケ
川

ヲ
立

請
川

33
.8

21
96

72
1

13
5.

78
57

30
3

50
3:

37
～

4:
17

4:
58

●
4/

15
5/

12
卯

上
尅

近
露

ヲ
立

近
露

33
.8

09
37

31
9

13
5.

60
92

61
1

29
4

3:
35

～
4:

15
4:

56
●

4/
16

5/
13

卯
ノ

下
尅

イ
ナ

メ
ヲ

立
印

南
33

.8
18

42
01

7
13

5.
21

84
65

9
9

4:
55

～
5:

35
4:

56
●

4/
17

5/
14

卯
ノ

下
尅

宿
ヲ

出
和

歌
の

浦
34

.1
89

94
28

7
13

5.
17

21
36

8
4

4:
57

～
5:

37
4:

58
●

4/
18

5/
15

卯
ノ

下
尅

立
加

太
34

.2
75

67
79

1
13

5.
07

61
78

1
8

4:
56

～
5:

36
4:

57
●

4/
19

5/
16

夜
明

～
ニ

ナ
テ

ヲ
立

名
手

明
六

ツ
と

解
す

34
.2

75
64

07
9

13
5.

43
58

54
9

59
4:

20
4:

55
●

4/
20

5/
17

卯
ノ

下
尅

宿
ヲ

出
堺

34
.5

83
36

91
3

13
5.

47
83

55
9

4
4:

54
～

5:
34

4:
54

●
4/

22
5/

19
昼

時
～

常
春

ノ
宅

ヲ
出

　
船

ニ
趣

天
王

寺
神

子
町

午
中

刻
と

解
す

34
.6

53
68

2
13

5.
51

36
62

5
19

11
:28

～
11

:54
～

12
:20

4:
51

4/
25

5/
22

日
出

～
坂

本
ヲ

立
坂

本
東

坂
本

と
し

た
34

.8
78

20
36

4
13

4.
65

97
20

2
48

4:
52

4:
52

●
4/

27
5/

24
卯

ノ
尅

兵
庫

卯
ノ

尅
ニ

立
兵

庫
津

05
/2

0と
同

地
点

34
.6

52
74

86
9

13
5.

18
78

90
1

0
3:

31
～

5:
31

4:
51

●
5/

1
5/

28
巳

ノ
尅

賀
茂

ヘ
趣

京
都

田
中

式
昭

宅
前

泊
地

、
荒

神
口

と
解

す
35

.0
21

35
38

13
5.

76
74

51
7

50
8:

01
～

10
:3

6
4:

44
5/

13
6/

9
早

朝
～

ニ
北

野
へ

戻
テ

主
ヲ

待
小

川
椹

木
(凡

兆
)

前
泊

地
、

卯
上

刻
と

解
す

35
.0

18
67

41
2

13
5.

75
42

01
6

45
3:

23
～

4:
03

4:
41

●
5/

16
6/

12
早

朝
～

ニ
小

川
へ

来
テ

北
野

へ
趣

京
都

史
邦

前
泊

地
、

御
所

近
辺

、
卯

上
刻

と
解

す
35

.0
17

42
58

7
13

5.
76

31
50

2
46

3:
23

～
4:

03
4:

41
●

5/
18

6/
14

早
朝

～
ニ

田
中

へ
来

ル
京

都
史

邦
？

前
泊

地
、

御
所

近
辺

、
卯

上
刻

と
解

す
35

.0
17

42
58

7
13

5.
76

31
50

2
46

3:
23

～
4:

03
4:

41
●

5/
29

6/
25

早
朝

～
ニ

油
小

路
へ

行
小

川
椹

木
(凡

兆
)

前
泊

地
、

卯
の

上
刻

と
す

35
.0

18
67

41
2

13
5.

75
42

01
6

45
3:

25
～

4:
05

4:
43

●
6/

2
6/

27
早

朝
直

庵
へ

行
京

都
史

邦
前

泊
地

、
御

所
近

辺
、

卯
上

刻
35

.0
17

42
58

7
13

5.
76

31
50

2
46

3:
26

～
4:

06
4:

44
●

6/
14

7/
9

辰
ノ

下
尅

苻
や

町
へ

行
京

都
田

中
式

昭
宅

前
泊

地
を

出
た

と
解

す
35

.0
21

35
38

13
5.

76
74

51
7

50
7:

15
～

8:
07

4:
49

6/
18

7/
13

辰
ノ

中
尅

五
条

橋
通

ゟ
大

忠
庵

 遊
行

寺
 東

本
願

寺
廟

所
 開

山
ノ

学
問

所
ノ

岩
屈

 鳥
部

野
等

見
テ

京
都

北
野

前
泊

地
を

出
た

と
解

す
、

社
家

町
近

辺
と

し
た

35
.0

31
13

68
8

13
5.

73
66

05
7

73
6:

24
～

6:
50

～
7:

16
4:

51

6/
21

7/
16

巳
ノ

尅
田

中
ゟ

二
条

へ
行

京
都

田
中

式
昭

宅
荒

神
口

と
解

す
35

.0
21

35
38

13
5.

76
74

51
7

50
8:

09
～

10
:4

4
4:

53
6/

26
7/

21
辰

ノ
尅

北
野

ヲ
立

京
都

北
野

35
.0

31
13

68
8

13
5.

73
66

05
7

73
5:

38
～

8:
12

4:
57

6/
27

7/
22

辰
ノ

下
尅

立
久

我
34

.9
45

61
28

13
5.

73
35

52
15

7:
21

～
8:

12
4:

58
6/

28
7/

23
卯

ノ
中

尅
立

芥
川

前
泊

地
34

.8
52

02
50

6
13

5.
61

31
67

7
16

4:
20

～
4:

24
～

5:
00

5:
00

●
6/

29
7/

24
辰

ノ
尅

住
吉

ヘ
趣

天
王

寺
神

子
町

前
泊

地
を

出
た

と
解

す
34

.6
53

68
2

13
5.

51
36

62
5

19
5:

41
～

8:
14

5:
01

7/
2

7/
26

卯
中

尅
立

天
王

寺
神

子
町

前
泊

地
を

出
た

と
解

す
34

.6
53

68
2

13
5.

51
36

62
5

19
4:

23
～

4:
27

～
5:

03
5:

03
●

7/
3

7/
27

辰
ノ

上
尅

立
古

市
前

泊
地

を
出

た
と

解
す

34
.5

52
52

66
4

13
5.

61
18

57
5

25
5:

43
～

6:
33

5:
03

7/
4

7/
28

辰
上

尅
立

金
剛

山
西

室
坊

仮
に

転
法

輪
寺

と
同

じ
と

す
34

.4
19

78
97

3
13

5.
67

18
18

9
10

86
5:

39
～

6:
30

4:
59

7/
5

7/
29

辰
下

尅
立

広
瀬

34
.3

35
02

13
4

13
5.

81
27

76
4

44
6

7:
23

～
8:

14
5:

01
7/

6
7/

30
辰

中
尅

坊
ヲ

出
山

上
ケ

岳
南

坊
34

.2
52

89
90

7
13

5.
94

13
02

5
17

01
6:

29
～

6:
55

～
7:

21
4:

58
7/

8
8/

1
卯

ノ
中

尅
廣

瀬
ヲ

立
広

瀬
34

.3
35

02
13

4
13

5.
81

27
76

4
44

6
4:

22
～

4:
27

～
5:

02
5:

03
●

7/
9

8/
2

卯
ノ

中
尅

立
王

寺
村

前
泊

地
34

.5
93

35
04

5
13

5.
70

66
40

7
39

4:
26

～
4:

31
～

5:
06

5:
07

●
7/

10
8/

3
辰

ノ
下

尅
立

加
茂

前
泊

地
34

.7
52

63
32

8
13

5.
86

91
10

8
41

7:
26

～
8:

16
5:

07
7/

12
8/

5
卯

ノ
中

尅
立

伊
賀

上
野

前
泊

地
34

.7
68

62
76

3
13

6.
13

54
83

7
15

1
4:

25
～

4:
30

～
5:

05
5:

06
●

7/
13

8/
6

辰
上

尅
立

久
居

超
禅

寺
前

泊
地

34
.6

76
91

43
13

6.
47

18
34

7
21

5:
45

～
6:

35
5:

07
7/

17
8/

10
明

方
～

降
ル

　
少

止
ム

　
立

雲
津

前
泊

地
、

卯
中

刻
と

す
34

.6
65

14
07

5
13

6.
51

14
57

4
4:

28
～

4:
34

～
5:

08
5:

10
●



─ 147 ─

曽良旅日記における時間と行動

　

元
禄
二
年
の
出
発
時
刻
と
し
て
は
、
辰
の
刻
と
巳
の
刻
と
が
多
い
の
が
目
に

つ
く
。
既
に
見
た
通
り
、
明
六
ツ
は
卯
の
刻
に
含
ま
れ
る
の
で
、
辰
の
刻
と
巳

の
刻
で
は
既
に
周
囲
は
明
る
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
十
一
）

。「
日
の
出
前
」

の
項
目
は
、
日
の
出
か
そ
れ
よ
り
前
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
上
刻
・
中
刻
・
下
刻
に
よ
る
時
間
の
表
し
方
だ
と
時
間
に
幅
が
生

じ
る
の
で
、
そ
の
中
の
早
い
時
刻
だ
と
考
え
た
場
合
と
日
の
出
時
刻
と
の
比
較

に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
三
月
二
十
四
日
（
陽
暦
五
月
十
七
日
）、
出
発
し
た

の
は
辰
の
上
刻
だ
が
、
こ
れ
は
現
在
の
五
・
一
三
～
六
・
〇
四
に
な
る
。
そ
の
時

間
の
早
い
方
、
つ
ま
り
五
・
一
三
と
日
の
出
の
時
刻
四
・
三
三
と
を
比
較
し
て
い

る
。
つ
ま
り
「
な
る
べ
く
早
く
出
た
よ
う
に
解
釈
す
る
」
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、「
日
の
出
前
」の
項
目
に
印
が
付
い
て
い
る
箇
所
を
見
て
も
、

日
の
出
と
同
じ
時
刻
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
早
い
時
刻
は
無
い
。
つ
ま
り
元
禄

二
年
の
旅
立
ち
は
概
し
て
遅
い
出
立
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

次
に
元
禄
四
年
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
辰
の
刻
や
巳
の
刻
も
あ
る
が
、
元
禄

二
年
に
は
無
か
っ
た
卯
の
刻
が
か
な
り
の
数
に
な
っ
て
い
る
。
繰
り
返
し
述
べ

て
い
る
よ
う
に
卯
の
刻
は
明
六
ツ
を
含
む
。
当
然
日
の
出
前
に
出
立
し
て
い
る

場
合
が
三
分
の
二
近
く
に
な
っ
て
い
る

（
十
二
）

。

　

表
３
・
表
４
と
の
比
較
、
つ
ま
り
元
禄
二
年
と
四
年
の
出
発
時
間
を
比
較
す

る
と
、
曽
良
が
芭
蕉
と
旅
し
た
元
禄
二
年
の
旅
立
ち
は
日
の
出
の
後
が
多
く
、

曽
良
が
一
人
で
旅
を
し
た
元
禄
四
年
で
は
日
の
出
前
に
多
く
立
っ
て
い
る
と
考

え
て
よ
さ
そ
う
だ
。

　

続
い
て
表
５
・
表
６
を
用
い
て
今
度
は
到
着
時
刻
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
項

目
に
つ
い
て
は
表
３
・
表
４
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
「
日
没
後
」
と
あ
る
の

が
表
３
・
４
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
表
５
・
表
６
で
は
、
現
在
の
時
間
に
直
し

た
時
間
帯
の
う
ち
、
な
る
べ
く
遅
い
時
刻
と
日
没
時
刻
と
を
比
較
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
な
る
べ
く
遅
く
着
い
た
と
解
釈
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

（
十
三
）

。
例
え
ば

表
５
の
四
月
二
十
一
日
（
六
月
八
日
）
は
「
申
ノ
上
刻
」
に
到
着
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
現
在
の
時
間
で
一
五
・
三
七
～
一
六
・
三
〇
に
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
時
間
帯
の
う
ち
遅
い
方
の
一
六
・
三
〇
と
日
没
時
刻
一
九
・
〇
一
と

を
比
較
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。（
そ
れ
で
も
日
没
前
に
着
い
て
い
る
こ
と
に

な
る
。）

　

到
着
時
間
に
つ
い
て
は
、
出
発
時
間
ほ
ど
に
は
顕
著
な
差
は
認
め
に
く
い
。

そ
れ
で
も
元
禄
二
年
で
は
申
の
刻
ま
で
に
到
着
し
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
元

禄
四
年
で
は
「
暮
」
を
含
む
時
間
表
記
が
元
禄
二
年
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
元
禄
二
年
で
は
登
場
し
な
い
戌
の
刻
も
複
数
見
ら
れ
る

（
十
四
）

。
大
ま
か
な
傾
向

と
し
て
、
元
禄
二
年
よ
り
も
元
禄
四
年
の
方
が
遅
い
時
刻
に
到
着
し
て
い
る
場

合
が
多
い
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
か
ら
考
え
る
と
、
元
禄
二
年
に
比
べ
て
、
元
禄
四
年
の
方
が
朝
早
く
に

出
て
、
遅
く
に
着
く
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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表
５

　
元

禄
２

年
曽

良
旅

日
記

の
到

着
に

関
す

る
時

間
旧

暦
日

付
陽

暦
日

付
時

間
に

関
す

る
表

記
状

況
場

所
備

考
推

定
緯

度
推

定
経

度
推

定
標

高
推

定
時

間
早

乙
女

論
文

推
定

時
間

日
没

時
刻

日
没 後

3/
27

5/
16

巳
ノ

下
尅

千
住

ニ
揚

ル
千

住
大

橋
35

.7
39

38
31

9
13

9.
79

73
74

2
0

9:
30

～
10

:2
1

9:
21

～
10

:2
1

18
:4

0
4/

1
5/

19
午

ノ
尅

日
光

ヘ
着

日
光

上
鉢

石
町

36
.7

53
25

50
9

13
9.

60
51

69
1

59
7

10
:2

0
～

12
:5

6
10

:2
0

～
12

:5
4

18
:5

0
4/

18
6/

5
未

ノ
下

尅
湯

本
五

左
衛

門
方

へ
着

那
須

湯
本

37
.0

96
78

98
6

14
0.

00
14

48
1

82
2

14
:4

5
～

15
:3

9
14

:3
9

～
15

:3
1

19
:0

3
4/

21
6/

8
申

ノ
上

尅
矢

吹
ヘ

～
ニ

着
矢

吹
37

.2
05

44
78

1
14

0.
32

60
59

1
28

7
15

:3
7

～
16

:3
0

15
:3

6
～

16
:3

9
19

:0
1

4/
29

6/
16

日
ノ

入
前

郡
山

ニ
到

テ
宿

ス
郡

山
37

.3
98

17
55

5
14

0.
38

47
26

4
22

9
～

19
:0

4
～

19
:0

2
19

:0
4

●
5/

1
6/

17
日

未
少

シ
残

ル
福

嶋
ヘ

到
テ

宿
ス

福
島

日
没

頃
と

す
る

37
.7

53
64

09
8

14
0.

46
47

38
70

～
19

:0
4

19
:0

1
19

:0
4

●
5/

4
6/

20
夕

方
仙

臺
ニ

着
仙

台
夕

七
ツ

半
と

す
る

38
.2

60
25

74
4

14
0.

87
06

97
1

41
18

:1
9

無
し

19
:0

4
5/

8
6/

24
未

ノ
尅

塩
竃

ニ
着

塩
釜

38
.3

17
90

92
14

1.
01

74
45

4
10

12
:5

8
～

15
:3

9
無

し
19

:0
4

5/
9

6/
25

午
ノ

尅
松

嶋
ニ

着
船

。
松

島
38

.3
69

58
30

9
14

1.
06

20
02

9
2

10
:1

8
～

12
:5

8
10

:1
7

～
12

:5
8

19
:0

4
5/

12
6/

28
黄

昏
一

ノ
関

～
ニ

着
一

関
日

没
～

暮
六

つ
と

す
る

38
.9

32
55

29
5

14
1.

13
25

79
9

23
19

:0
6

～
19

:4
2

20
:3

9
19

:0
6

●
5/

13
6/

29
申

ノ
上

尅
～

帰
ル

一
関

38
.9

32
55

29
5

14
1.

13
25

79
9

23
15

:3
9

～
16

:3
3

15
:4

0
～

16
:3

3
19

:0
6

5/
14

6/
30

及
暮

岩
手

山
ニ

宿
ス

岩
出

山
酉

の
上

刻
～

暮
六

ツ
と

す
る

38
.6

53
08

68
2

14
0.

86
59

34
8

54
18

:2
2

～
19

:4
3

無
し

19
:0

7
●

5/
17

7/
3

昼
過

清
風

ヘ
着

尾
花

沢
昼

九
ツ

す
ぎ

と
す

る
38

.6
06

29
11

4
14

0.
40

43
38

98
11

:4
2

～
11

:4
0ス

ギ
19

:0
9

5/
27

7/
13

未
ノ

下
尅

山
寺

。
～

ニ
着

山
寺

麓
と

す
る

38
.3

11
57

67
5

14
0.

43
53

94
6

23
7

14
:4

9
～

15
:4

3
14

:4
8

～
15

:4
1

19
:0

6
5/

28
7/

14
未

ノ
中

尅
大

石
田

一
英

宅
ニ

着
大

石
田

38
.5

87
40

51
8

14
0.

37
34

85
2

62
13

:56
～

14
:23

～
14

:49
13

:5
6

～
14

:4
8

19
:0

5
6/

3
7/

19
申

ノ
刻

近
藤

左
吉

ノ
宅

ニ
着

羽
黒

山
38

.7
12

25
61

2
13

9.
95

86
78

9
12

9
15

:4
3

～
18

:2
1

無
し

19
:0

4
6/

6
7/

22
申

ノ
上

尅
月

山
ニ

至
月

山
38

.5
48

45
4

14
0.

02
68

86
2

19
84

15
:4

5
～

16
:3

8
15

:3
9

～
16

:3
1

19
:0

8
6/

7
7/

23
及

暮
南

谷
ニ

帰
羽

黒
山

酉
の

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
38

.7
00

42
37

4
13

9.
97

84
58

9
29

8
18

:1
9

～
19

:3
8

無
し

19
:0

2
●

6/
10

7/
26

申
ノ

刻
靍

ヶ
岡

長
山

五
良

右
衛

門
宅

ニ
至

ル
鶴

岡
38

.7
30

96
12

3
13

9.
83

51
95

4
15

15
:4

0
～

18
:1

6
15

:3
6

～
18

:1
0

18
:5

8
6/

13
7/

29
暮

ニ
及

テ
～

坂
田

ニ
着

酒
田

不
玉

泊
・

酉
の

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
38

.9
15

57
76

9
13

9.
83

78
60

2
7

18
:1

3
～

19
:3

1
無

し
18

:5
5

●
6/

15
7/

31
昼

時
吹

浦
ニ

宿
ス

吹
浦

午
中

刻
と

す
る

39
.0

71
95

35
4

13
9.

87
87

98
7

6
11

:20
～

11
:46

～
12

:12
11

:4
4

18
:5

4
6/

18
8/

3
暮

ニ
及

テ
～

酒
田

ニ
着

酒
田

不
玉

泊
・

酉
の

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
38

.9
15

57
76

9
13

9.
83

78
60

2
7

18
:0

9
～

19
:2

6
無

し
18

:5
0

●
6/

25
8/

10
未

ノ
尅

大
山

ニ
着

大
山

38
.7

51
58

84
3

13
9.

76
67

54
8

15
13

:01
～

15
:32

12
:5

9
～

15
:3

0
18

:4
3

6/
26

8/
11

未
ノ

尅
温

海
ニ

着
温

海
38

.6
28

71
03

8
13

9.
58

94
24

6
7

13
:0

1
～

15
:3

2
12

:5
9

～
15

:3
0

18
:4

2
6/

27
8/

12
及

暮
中

村
ニ

宿
ス

中
村

酉
の

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
38

.4
39

24
64

6
13

9.
59

29
50

3
11

2
18

:0
2

～
19

:1
8

無
し

18
:4

2
●

6/
28

8/
13

申
ノ

上
刻

～
ニ

村
上

ニ
着

村
上

38
.2

26
46

80
2

13
9.

47
90

81
2

7
15

:3
0

～
16

:2
0

15
:2

8
～

16
:1

7
18

:3
9

7/
1

8/
15

及
暮

つ
ゐ

地
村

次
市

良
ヘ

着
、

宿
築

地
村

酉
の

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
38

.0
60

05
38

6
13

9.
35

83
83

1
10

17
:5

8
～

19
:1

3
無

し
18

:3
7

●
7/

2
8/

16
申

ノ
上

刻
新

潟
ヘ

～
着

新
潟

宗
現

寺
と

す
37

.9
25

25
49

5
13

9.
04

34
79

7
0

15
:3

0
～

16
:1

9
15

:2
8

～
16

:1
7

18
:3

6
7/

3
8/

17
申

ノ
下

刻
弥

彦
ニ

着
ス

弥
彦

弥
彦

神
社

と
す

37
.7

06
72

81
8

13
8.

82
59

57
9

60
17

:0
8

～
17

:5
8

17
:0

1
～

17
:5

5
18

:3
6

7/
4

8/
18

申
ノ

上
刻

出
雲

崎
ニ

着
出

雲
崎

37
.5

42
46

67
1

13
8.

68
65

56
8

6
15

:2
9

～
16

:1
8

15
:2

8
～

16
:1

7
18

:3
4

7/
5

8/
19

申
ノ

下
尅

至
鉢

崎
鉢

崎
37

.3
20

89
29

5
13

8.
43

75
15

1
6

17
:0

7
～

17
:5

6
17

:0
1

～
17

:5
5

18
:3

4
7/

8
8/

22
未

ノ
下

尅
至

高
田

ニ
高

田
37

.1
18

25
44

7
13

8.
24

39
21

3
11

14
:3

9
～

15
:2

7
14

:3
9

～
15

:2
8

18
:3

0
7/

11
8/

25
暮

テ
～

着
能

生
暮

六
ツ

～
酉

の
下

刻
と

す
る

37
.1

04
14

25
5

13
7.

98
98

00
1

3
19

:0
3

～
19

:5
0

無
し

18
:2

7
●

7/
12

8/
26

午
ノ

尅
糸

魚
川

ニ
着

糸
魚

川
37

.0
44

86
38

13
7.

85
77

70
3

3
10

:3
8

～
13

:0
2

10
:3

3
～

13
:0

1
18

:2
6

7/
12

8/
26

申
ノ

中
尅

市
振

ニ
着

市
振

36
.9

82
58

32
1

13
7.

65
76

11
8

10
16

:15
～

16
:39

～
17

:03
16

:1
7

～
17

:0
6

18
:2

7
7/

13
8/

27
申

ノ
下

尅
滑

川
ニ

着
滑

川
36

.7
67

02
49

13
7.

33
85

73
8

1
17

:0
2

～
17

:5
0

17
:0

6
～

17
:5

5
18

:2
6

7/
14

8/
28

申
ノ

上
刻

高
岡

ニ
～

着
高

岡
36

.7
47

15
38

13
7.

01
08

74
9

9
15

:2
8

～
16

:1
5

15
:2

9
～

16
:1

7
18

:2
7

7/
15

8/
29

未
ノ

中
刻

金
沢

ニ
着

金
沢

36
.5

59
68

51
9

13
6.

65
20

67
8

20
13

:53
～

14
:17

～
14

:40
13

:5
3

～
14

:4
0

18
:2

7
7/

24
9/

7
申

ノ
上

尅
小

枩
ニ

着
小

松
36

.4
07

34
67

3
13

6.
44

88
55

5
2

15
:2

1
～

16
:0

7
15

:1
9

～
16

:0
5

18
:1

4
7/

27
9/

10
申

ノ
下

尅
山

中
ニ

～
着

山
中

36
.2

46
51

86
4

13
6.

37
33

17
8

66
16

:5
1

～
17

:3
7

16
:5

2
～

17
:3

8
18

:1
1

8/
5

9/
18

申
刻

全
昌

寺
へ

～
着

全
昌

寺
36

.3
01

34
55

13
6.

30
87

02
8

8
15

:1
1

～
17

:2
6

15
:1

1
～

17
:2

6
17

:5
8

8/
7

9/
20

申
ノ

下
刻

～
森

岡
ニ

着
森

岡
森

田
宿

(下
森

田
本

町
付

近
)

36
.1

04
15

90
4

13
6.

22
53

71
2

6
16

:3
9

～
17

:2
3

16
:4

1
～

17
:2

6
17

:5
5

8/
8

9/
21

申
ノ

下
刻

今
庄

ニ
着

今
庄

35
.7

72
88

01
7

13
6.

19
67

93
6

13
2

16
:3

9
～

17
:2

4
無

し
17

:5
6

8/
9

9/
22

未
ノ

刻
～

ツ
ル

ガ
ニ

着
敦

賀
大

和
屋

35
.6

55
75

60
5

13
6.

06
99

17
8

2
12

:5
4

～
15

:0
8

無
し

17
:5

3
8/

9
9/

22
夜

半
ニ

色
ヘ

着
色

の
浜

・
本

隆
寺

夜
九

ツ
と

し
た

35
.7

30
25

51
7

13
6.

03
41

82
7

6
23

:4
8

23
:4

8
17

:5
3

●
8/

11
9/

24
申

ノ
中

刻
木

ノ
本

ヘ
着

木
ノ

本
35

.5
05

18
4

13
6.

22
55

57
12

6
15

:51
～

16
:13

～
16

:35
無

し
17

:5
1

8/
12

9/
25

午
ノ

尅
長

濱
ニ

至
ル

長
濱

35
.3

79
57

71
8

13
6.

26
72

55
2

86
10

:3
9

～
12

:5
2

無
し

17
:4

9
8/

15
9/

28
申

ノ
下

尅
大

智
院

ニ
着

伊
勢

長
島

35
.0

90
51

47
9

13
6.

69
34

98
5

0
16

:2
8

～
17

:1
2

16
:2

8
～

17
:1

2
17

:4
2

9/
3

10
/1

5
及

夕
大

垣
ニ

着
大

垣
夕

七
ツ

半
と

し
た

35
.3

55
95

00
9

13
6.

61
24

73
5

16
:5

2
無

し
17

:1
9

9/
6

10
/1

8
申

ノ
上

尅
杉

江
ヘ

着
杉

江
35

.1
21

64
56

6
13

6.
67

21
17

3
1

14
:4

4
～

15
:2

6
14

:4
5

～
15

:2
6

17
:1

5
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曽良旅日記における時間と行動
表

６
　

元
禄

４
年

曽
良

旅
日

記
の

到
着

に
関

す
る

時
間

旧
暦

日
付

陽
暦

日
付

時
間

に
関

す
る

表
記

付
帯

状
況

場
所

備
考

推
定

緯
度

推
定

経
度

推
定

標
高

推
定

時
間

日
没

時
刻

日
没 後

3/
11

4/
9

未
ノ

尅
名

古
や

荷
兮

へ
五

置
　

着
名

古
屋

荷
兮

宅
35

.1
75

41
6

13
6.

89
70

46
11

13
:0

4
～

15
:2

5
18

:2
1

3/
23

4/
21

及
暮

大
津

不
屋

ニ
着

～
。

大
津

酉
上

刻
～

暮
六

ツ
と

す
る

35
.0

03
48

95
7

13
5.

86
99

91
3

10
0

17
:5

9
～

19
:1

2
18

:3
6

●
3/

24
4/

22
申

ノ
下

尅
飯

過
テ

田
中

氏
ヲ

尋
テ

宿
京

都
田

中
式

昭
宅

荒
神

口
と

解
す

35
.0

21
35

38
13

5.
76

74
51

7
50

17
:1

0
～

17
:5

9
18

:3
6

3/
27

4/
25

暮
ル

南
都

見
終

テ
暮

ル
　

手
飼

ニ
宿

奈
良

転
害

門
前

町
暮

六
ツ

と
す

る
34

.6
91

63
43

5
13

5.
83

46
80

6
85

19
:1

4
18

:3
8

●
4/

8
5/

5
申

ノ
上

尅
か

ミ
ヤ

へ
着

高
野

神
谷

34
.2

39
33

65
3

13
5.

56
47

84
7

38
0

15
:3

8
～

16
:2

7
18

:4
6

4/
9

5/
6

申
ノ

中
尅

大
又

へ
着

大
股

34
.1

05
67

12
9

13
5.

63
01

79
6

65
0

16
:30

～
16

:55
～

17
:20

18
:5

0
4/

11
5/

8
未

ノ
下

尅
本

宮
へ

着
熊

野
本

宮
33

.8
38

50
51

8
13

5.
77

47
64

1
60

14
:4

8
～

15
:3

8
18

:4
7

4/
12

5/
9

未
尅

新
宮

へ
着

那
智

新
宮

33
.7

31
32

86
8

13
5.

98
49

38
7

9
13

:0
7

～
15

:3
7

18
:4

6
4/

13
5/

10
日

昏
テ

～
ウ

ケ
川

ニ
宿

ス
請

川
暮

六
ツ

～
酉

下
刻

と
す

る
33

.8
21

96
72

1
13

5.
78

57
30

3
50

19
:2

5
～

20
:0

9
18

:4
9

●
4/

14
5/

11
未

中
尅

近
露

ニ
～

ニ
宿

ス
近

露
33

.8
09

37
31

9
13

5.
60

92
61

1
29

4
14

:00
～

14
:25

～
14

:50
18

:5
2

4/
15

5/
12

日
昏

テ
～

一
リ

斗
イ

ナ
メ

ニ
宿

印
南

暮
六

ツ
～

酉
下

刻
と

す
る

33
.8

18
42

01
7

13
5.

21
84

65
9

9
19

:3
0

～
20

:1
4

18
:5

4
●

4/
16

5/
13

戌
尅

船
ニ

テ
和

哥
～

ニ
到

ル
和

歌
の

浦
34

.1
89

94
28

7
13

5.
17

21
36

8
4

20
:1

3
～

21
:4

2
18

:5
3

●
4/

17
5/

14
申

ノ
下

尅
カ

タ
ニ

至
テ

明
神

ヲ
拝

加
太

34
.2

75
67

79
1

13
5.

07
61

78
1

8
17

:2
4

～
18

:1
5

18
:5

5
4/

19
5/

15
日

暮
ニ

及
～

戌
ノ

上
尅

 境
ニ

着
堺

酉
上

刻
～

暮
六

ツ
と

す
る

34
.5

83
36

91
3

13
5.

47
83

55
9

4
18

:14
～

19
:31

18
:5

4
●

4/
19

5/
15

戌
ノ

上
尅

境
ニ

着
堺

34
.5

83
36

91
3

13
5.

47
83

55
9

4
20

:1
4

～
20

:4
4

18
:5

4
●

4/
20

5/
16

未
ノ

尅
天

王
寺

ヲ
見

テ
山

口
常

春
ヲ

尋
～

ニ
及

即
宿

ス
天

王
寺

神
子

町
北

東
と

も
。

仮
に

門
前

と
し

て
お

く
。

34
.6

53
68

2
13

5.
51

36
62

5
19

13
:1

0
～

15
:4

3
18

:5
5

4/
22

5/
19

夜
～

終
泊

淀
川

河
口

酉
下

刻
～

と
す

る
34

.6
82

68
39

13
5.

41
48

84
1

0
19

:3
6

～
18

:5
7

●
4/

24
5/

21
未

ノ
下

刻
シ

カ
マ

津
ニ

着
飾

磨
津

34
.7

95
43

83
7

13
4.

64
33

92
3

0
14

:5
6

～
15

:4
8

19
:0

2
4/

28
5/

25
暮

ニ
及

川
原

崎
氏

ニ
宿

ス
山

崎
川

原
崎

氏
酉

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
34

.8
91

55
78

2
13

5.
68

01
32

4
16

18
:2

0
～

19
:3

8
19

:0
2

●
4/

29
5/

26
午

ノ
下

尅
久

我
ニ

至
久

我
34

.9
45

61
28

13
5.

73
35

52
15

12
:2

0
～

13
:1

1
19

:0
3

5/
5

6/
1

日
暮

～
テ

大
和

や
ヘ

行
テ

宿
京

都
三

条
麩

屋
町

暮
六

ツ
と

解
す

35
.0

08
64

03
7

13
5.

76
56

98
3

43
19

:4
3

19
:0

7
●

6/
22

7/
17

午
ノ

尅
田

中
へ

寄
テ

北
野

へ
帰

ル
京

都
中

村
史

邦
(凡

兆
)前

泊
地

を
出

た
と

解
す

。
35

.0
17

42
58

7
13

5.
76

31
50

2
46

10
:4

5
～

13
:2

0
19

:1
2

6/
26

7/
21

戌
尅

斗
日

暮
テ

戌
尅

斗
ニ

久
我

へ
来

テ
宿

久
我

34
.9

45
61

28
13

5.
73

35
52

15
20

:2
8

～
21

:5
4

19
:0

9
●

6/
27

7/
22

及
暮

芥
川

ニ
宿

ス
芥

川
酉

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
34

.8
52

02
50

6
13

5.
61

31
67

7
16

18
:2

8
～

19
:4

5
19

:0
9

●
6/

28
7/

23
及

暮
生

玉
ニ

至
ル

天
王

寺
神

子
町

酉
上

刻
～

暮
六

ツ
と

す
る

34
.6

53
68

2
13

5.
51

36
62

5
19

18
:2

7
～

19
:4

4
19

:0
8

●
7/

4
7/

28
未

ノ
上

尅
廣

瀬
ニ

着
広

瀬
34

.3
35

02
13

4
13

5.
81

27
76

4
44

6
13

:1
9

～
14

:1
0

19
:0

6
7/

5
7/

29
申

ノ
中

尅
山

上
ニ

到
山

上
ケ

岳
34

.2
52

89
90

7
13

5.
94

13
02

5
17

01
16

:44
～

17
:10

～
17

:35
19

:0
8

7/
6

7/
30

申
ノ

中
尅

横
瀬

ニ
帰

ル
　

坪
内

ゟ
四

リ
半

　
峠

貳
申

ノ
中

尅
也

広
瀬

横
瀬

は
廣

瀬
の

誤
り

か
34

.3
35

02
13

4
13

5.
81

27
76

4
44

6
16

:42
～

17
:07

～
17

:33
19

:0
4

7/
8

8/
1

及
暮

タ
ル

广
ニ

行
　

及
暮

　
宿

不
借

シ
テ

迷
王

寺
村

酉
上

刻
～

暮
六

ツ
と

す
る

34
.5

93
35

04
5

13
5.

70
66

40
7

39
18

:2
0

～
19

:3
6

19
:0

0
●

7/
9

8/
2

戌
尅

斗
～

ニ
鴨

ニ
到

ル
加

茂
戌

の
刻

と
解

す
34

.7
52

63
32

8
13

5.
86

91
10

8
41

20
:1

9
～

21
:4

8
18

:5
9

●
7/

10
8/

3
暮

ニ
及

テ
上

野
ニ

着
伊

賀
上

野
酉

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
34

.7
68

62
76

3
13

6.
13

54
83

7
15

1
18

:1
8

～
19

:3
4

18
:5

8
●

7/
17

8/
10

及
暮

桑
名

ニ
到

ル
桑

名
酉

上
刻

～
暮

六
ツ

と
す

る
35

.0
68

05
60

4
13

6.
69

66
91

7
5

18
:0

9
～

19
:2

4
18

:4
8

●
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四　

曽
良
旅
日
記
に
お
け
る
行
動
時
間
と
距
離

　

本
稿
「
三
」
で
元
禄
二
年
よ
り
も
、元
禄
四
年
の
方
が
早
く
出
て
遅
く
着
く
、

つ
ま
り
一
日
の
行
動
時
間
が
長
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
果
が
出
た
。
そ
こ

で
更
に
同
日
に
出
発
と
到
着
と
の
両
方
の
記
述
が
揃
っ
て
い
る
場
合
、
つ
ま
り

何
時
に
出
発
し
て
何
時
に
着
い
た
の
か
、
曽
良
の
一
日
の
行
動
時
間
の
長
さ
が

明
確
に
分
る
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
表

７
・
表
８
で
あ
る
。

　

し
か
し
発
着
の
両
方
が
揃
っ
て
記
述
し
て
あ
る
日
数
は
、
発
着
そ
れ
ぞ
れ
の

時
刻
が
記
し
て
あ
る
日
数
よ
り
更
に
少
な
い
。
元
禄
二
年
の
場
合
に
は
一
五
六

日
間
の
う
ち
二
十
四
日
、
元
禄
四
年
の
場
合
に
は
一
三
九
日
の
う
ち
二
十
二
日

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
約
十
五
％
と
な
る
。
決
し
て
多
い
数
と
は
言
え
な

い
が
、
旅
の
実
際
の
一
斑
を
知
る
手
掛
り
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
表
７
・
表
８
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
今
回
は
ま
ず
一
日
の
行
動

時
間
の
長
さ
を
出
す
必
要
が
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
曽
良
が
多
用
す
る

「
上
刻
・
中
刻
・
下
刻
」
な
ど
の
時
間
表
記
に
は
時
間
の
幅
が
あ
る
。
そ
こ
で

最
も
長
く
行
動
し
た
場
合
、
最
も
短
く
行
動
し
た
場
合
と
の
二
通
り
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。「
最
早
出
発
」
の
項
目
は
出
発
時
間
と
し
て
考
え
ら
れ
る
時
間

帯
の
う
ち
の
最
も
早
い
時
刻
で
あ
り
、「
最
遅
出
発
」
の
項
目
は
同
様
に
最
も

遅
い
時
刻
で
あ
る
。
例
え
ば
表
７
の
四
月
一
日
（
五
月
十
九
日
）
は
鹿
沼
を
出

発
し
て
日
光
に
至
っ
て
い
る
。
出
発
時
間
は
辰
の
上
刻
で
、
こ
れ
は
五
・
一
〇

～
六
・
〇
二
と
考
え
ら
れ
る
。「
最
早
出
発
」
と
は
こ
の
時
間
帯
の
う
ち
、
最
も

早
く
出
発
し
た
場
合
の
時
刻
五
・
一
〇
で
あ
り
、「
最
遅
出
発
」
と
は
こ
の
時
間

帯
の
う
ち
、
最
も
遅
く
出
発
し
た
場
合
の
時
刻
六
・
〇
二
と
な
る
。

　

到
着
時
刻
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
日
光
に
着
い
た
時
間
は
午
の
刻
で
あ

り
、
こ
れ
は
一
〇
・
二
〇
～
一
二
・
五
六
と
考
え
ら
れ
る
。「
最
早
到
着
」
は
最

も
早
く
到
着
し
た
場
合
の
時
刻
一
〇
・
二
〇
、「
最
遅
到
着
」
は
最
も
遅
く
到
着

し
た
場
合
の
時
刻
一
二
・
五
六
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、「
最
遅
出
発
」
～
「
最
早
到
着
」
ま
で
の
時
間
と
は
、
最
も

短
い
と
仮
定
し
た
行
動
時
間
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
最
短
時
間
」
の
項
目
に
該
当

す
る
。
同
様
に
「
最
早
出
発
」
～
「
最
遅
到
着
」
ま
で
の
時
間
と
は
、
最
も
長

い
と
仮
定
し
た
行
動
時
間
で
あ
り
、「
最
長
時
間
」
の
項
目
に
該
当
す
る
。

　

表
７
・
表
８
の
最
下
欄
に
平
均
を
示
し
た
。
但
し
船
で
の
移
動
を
含
む
場
合

は
除
外
し
て
あ
る
の
で
、
歩
行
を
中
心
と
し
た
陸
上
移
動
の
場
合
の
み
を
考
え

て
い
る
。

　

表
７
元
禄
二
年
の
一
日
あ
た
り
の
平
均
行
動
時
間
は
、
最
も
短
い
場
合
で
七

時
間
一
二
分
、
最
も
長
い
場
合
で
九
時
間
三
六
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
表
８
元
禄
四
年
の
一
日
あ
た
り
の
平
均
行
動
時
間
は
、
最
も
短
い
場
合
で

十
二
時
間
、
最
も
長
い
場
合
だ
と
十
四
時
間
二
十
四
分
に
も
な
る
。

　

こ
れ
は
本
稿
の
「
三
」
で
示
し
た
結
果
、
す
な
わ
ち
元
禄
二
年
よ
り
も
、
元

禄
四
年
の
方
が
行
動
時
間
が
長
い
と
い
う
結
果
と
矛
盾
し
な
い
。
或
る
意
味
当

然
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
元
禄
二
年
の
最
短
で
考
え
た
場
合
の
平
均
行
動
時

間
七
時
間
一
二
分
と
、
元
禄
四
年
の
最
長
で
考
え
た
場
合
の
平
均
行
動
時
間
・

十
四
時
間
と
を
比
べ
る
と
実
に
二
倍
に
も
な
る
。	
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曽良旅日記における時間と行動

表
７

　
元

禄
２

年
曽

良
旅

日
記

の
発

着
に

関
す

る
時

間
旧

暦
日

付
陽

暦
日

付
出

発
地

出
発

時
表

記
推

定
出

発
時

刻
最

速
出

発
最

遅
出

発
到

着
地

到
着

時
表

記
推

定
到

着
時

刻
最

早
到

着
最

遅
到

着
最

短
時

間
最

長
時

間
推

定
移

動
距

離
備

考
最

速
速

度
最

遅
速

度
3/

27
5/

16
深

川
日

出
4:

35
4:

35
4:

35
～

千
住

大
橋

巳
ノ

下
尅

9:
30

～
10

:2
1

9:
30

10
:2

1
4:

55
5:

46
10

船
2

1.
7

4/
1

5/
19

鹿
沼

辰
上

尅
5:

10
～

6:
02

5:
10

6:
02

～
日

光
上

鉢
石

町
午

ノ
尅

10
:2

0
～

12
:5

6
10

:2
0

12
:5

6
4:

18
7:

46
30

7
3.

9
4/

18
6/

5
高

久
午

ノ
尅

10
:1

8
～

12
:5

8
10

:1
8

12
:5

8
～

那
須

湯
本

未
ノ

下
尅

14
:4

5
～

15
:3

9
14

:4
5

15
:3

9
1:

47
5:

21
15

8.
4

2.
8

4/
29

6/
16

須
賀

川
巳

中
尅

8:
31

～
8:

58
～

9:
25

8:
31

9:
25

～
郡

山
日

ノ
入

前
～

19
:0

4
19

:0
4

19
:0

4
9:

39
10

:3
3

28
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表
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6/

28
7/

23
総

持
寺

、
勝

尾
寺

、
崇

禅
寺

？
、

中
島

惣
社

？
、

生
玉

社
7/

4
7/

28
高

天
寺

7/
5

7/
29

山
上

ヶ
岳

大
峯

山
寺

7/
6

7/
30

山
上

ヶ
岳

、
白

飯
寺

7/
8

8/
1

畝
傍

神
功

皇
后

社
、

久
米

寺
、

神
武

陵
、

宗
我

座
宗

我
都

比
古

神
社

、
当

麻
寺

7/
9

8/
2

達
磨

寺
、

竜
田

大
社

、
廣

瀬
明

神
、

竜
田

神
社

、
法

隆
寺

、
薬

師
寺

、
唐

招
提

寺
、

菅
原

神
社

、
伏

見
西

陵
、

西
大

寺
、

法
花

寺
、

眉
間

寺
7/

10
8/

3
笠

置
寺

7/
17

8/
10
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こ
こ
で
更
に
出
発
地
と
到
着
地
間
の
距
離
が
わ
か
れ
ば
、
距
離
を
「
最
短
時

間
」
で
割
っ
た
も
の
が
「
最
速
（
移
動
）
速
度
」
の
項
目
と
な
り
、「
最
長
時
間
」

で
割
っ
た
も
の
が
「
最
遅
（
移
動
）
速
度
」
の
項
目
と
な
る
。

　

距
離
を
知
る
に
は
芭
蕉
や
曽
良
が
歩
い
た
経
路
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
時
間
の
換
算
以
上
に
不
確
定
な
恣
意
的
要
素
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る

が
、
敢
え
て
示
し
て
み
た
の
が
「
推
定
移
動
距
離
」
の
項
目
で
あ
る

（
十
五
）

。　

　

こ
こ
で
も
元
禄
二
年
よ
り
も
四
年
の
方
が
移
動
距
離
は
長
く
な
っ
て
い
る
。

四
年
の
方
が
行
動
時
間
が
長
い
の
だ
か
ら
当
然
と
も
言
え
る
。
し
か
し
移
動
距

離
が
長
け
れ
ば
よ
り
時
間
が
掛
る
と
は
言
え
る
が
、
行
動
時
間
が
長
い
か
ら
と

言
っ
て
必
ず
し
も
移
動
距
離
も
長
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
つ
ま
り
曽
良
は
行

動
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
分
、「
き
ち
ん
と
」
そ
れ
だ
け
実
際
に
多
く
行
動

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

元
禄
二
年
と
四
年
に
お
け
る
行
動
時
間
と
距
離
の
違
い
は
、
あ
く
ま
で
も
想

像
の
域
を
出
な
い
が
、
芭
蕉
と
の
二
人
旅
で
あ
っ
た
元
禄
二
年
と
、
一
人
旅
で

あ
っ
た
元
禄
四
年
と
い
う
旅
の
違
い
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
す
る
と
元
禄
二
年
の
旅
の
方
が
、
時
間
と
距
離
に
余
裕
の
あ
る
旅
で

あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

次
に
移
動
速
度
を
算
出
し
て
み
る
。
表
７
・
表
８
に
示
し
た
よ
う
に
、
元
禄

二
年
で
は
、
最
も
速
く
移
動
し
た
場
合
で
平
均
時
速
四
・
五
㎞
、
最
も
ゆ
っ
く

り
と
移
動
し
た
場
合
で
平
均
時
速
三
・
一
㎞
で
あ
る
。
一
方
元
禄
四
年
で
は
、

最
も
速
く
移
動
し
た
場
合
で
平
均
時
速
三
・
三
㎞
、
最
も
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し

た
場
合
で
平
均
時
速
二
・
八
㎞
で
あ
る
。
元
禄
二
年
・
四
年
と
も
移
動
速
度
と

し
て
は
、
徒
歩
に
よ
る
速
度
と
考
え
て
も
特
別
速
い
速
度
で
は
な
く
、
あ
ち
こ

ち
と
立
ち
寄
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
自
然
な
数
字
で
あ
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う

（
十
六
）

。

　

ま
た
若
干
で
は
あ
る
が
元
禄
二
年
の
方
が
移
動
速
度
が
速
い
結
果
に
な
り
、

こ
れ
は
や
や
意
外
で
あ
っ
た
。
一
人
で
行
動
す
る
よ
り
も
二
人
で
行
動
す
る
方

が
時
間
が
取
ら
れ
が
ち
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
そ
の
理
由
は
、
元
禄
四
年
で
は
曽
良
が
一
人
で
あ
る
た
め
に
、
時
間

も
距
離
も
、や
や
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
費
や
し
て
、

多
く
を
見
て
回
っ
て
い
る
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
表
７
・
表
８
の
下
方
に
示

し
た
の
が
、
表
の
日
付
と
同
日
に
見
て
回
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
寺
社
史
跡
の

類
で
あ
る
。（
な
お
？
を
付
け
て
あ
る
の
は
、
実
際
に
見
た
の
か
通
っ
た
だ
け

な
の
か
今
一
つ
分
り
づ
ら
い
所
で
あ
る
。）
こ
れ
も
単
純
に
記
載
さ
れ
て
い
る

数
が
多
い
か
ら
時
間
が
掛
る
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
各
所
が
近
く
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
か
離
れ
て
い
る
か
で
、
見
物
に
費
や
す
時
間
に
違
い
が
あ
る
こ
と

も
経
験
的
に
分
り
や
す
い
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
で
も
こ
れ
を
見
る
と
、

や
は
り
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
元
禄
二
年
よ
り
は
元
禄
四
年
の
方
が
多
く
の

箇
所
を
回
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

尤
も
更
に
、
見
て
回
る
場
所
の
多
寡
と
い
う
点
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
そ

の
理
由
を
、
元
禄
二
年
の
旅
が
奥
州
へ
の
旅
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
元
禄
六
年

が
近
畿
地
方
を
回
る
旅
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
近

畿
地
方
の
方
が
見
て
回
る
場
所
が
多
い
だ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く

か
ら
で
あ
る
。
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五　

最
後
に

　

以
上
、
曽
良
が
残
し
た
元
禄
二
年
と
四
年
の
旅
日
記
に
記
さ
れ
た
発
着
の
時

刻
表
記
を
現
代
の
時
刻
制
度
に
直
す
こ
と
で
、
そ
の
旅
の
実
態
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
。
元
禄
二
年
と
四
年
と
で
は
、
四
年
の
方
が
行
動
時
間
も
移
動
距
離
も

長
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
当
然
の
結
果
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
移

動
速
度
と
し
て
は
徒
歩
と
し
て
も
違
和
感
の
無
い
速
度
で
あ
る
こ
と
が
導
き
出

さ
れ
た
。
同
じ
日
の
う
ち
で
何
時
に
出
発
し
、
何
時
に
到
着
し
た
の
か
、
移
動

し
た
距
離
は
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
少
し
は
芭
蕉
と
曽

良
の
旅
の
実
態
の
一
斑
を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
う
。

　

曽
良
は
芭
蕉
と
旅
す
る
際
で
も
、
芭
蕉
に
配
慮
し
て
歩
く
速
度
を
遅
く
し
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
に
く
い
と
は
言
え
そ
う
だ
。
し
か
し
芭
蕉
と
旅
し

た
元
禄
二
年
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
で
は
、一
日
当
り
の
行
動
時
間
と
距
離
、

そ
し
て
見
物
し
て
回
る
場
所
の
数
で
も
、
無
理
す
る
こ
と
の
な
い
、
や
や
ゆ
と

り
の
あ
る
旅
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

	　
　
　

注

（
一
）	

た
だ
し
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
併
載
さ
れ
て
い
る
曽
良
旅

日
記
の
多
く
で
は
、
芭
蕉
と
行
動
を
共
に
し
た
九
月
六
日
を
以
て
終
え
て
い

る
も
の
が
多
い
。
本
稿
も
そ
れ
に
倣
い
九
月
六
日
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

（
二
）	

曽
良
が
ど
の
よ
う
に
し
て
刻
限
を
知
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
依
然
詳
細
は
不

明
な
点
が
あ
る
が
、
旅
の
道
具
と
し
て
紙
縒
を
用
い
た
日
時
計
が
当
時
か
ら

存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
曽
良
は
天
候
が
悪
い
場
合
で
も
「
何
々
の

刻
雨
止
」
の
よ
う
に
刻
限
を
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
日

時
計
を
用
い
た
可
能
性
は
無
く
な
る
。
ま
た
曽
良
が
旅
し
た
元
禄
時
代
は
全

国
的
に
鐘
が
普
及
し
た
時
代
で
も
あ
り
、
天
候
が
悪
い
場
合
で
も
鐘
の
音
で

時
刻
を
知
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
当
時
か
な
り
の
辺
鄙
と
思
わ
れ
る
地

で
も
刻
限
表
記
を
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
疑
問
も
残
る
と
い
う
。『
時
計

の
社
会
史
』（
角
山
栄
、
中
公
新
書
、
一
九
八
四
・
一
）
五
七
～
八
七
ペ
ー
ジ

「
奥
の
細
道
の
時
計
」
参
照
。

（
三
）	

当
時
は
こ
れ
ほ
ど
厳
密
に
時
間
を
計
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
問
題
が

無
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
が
付
く
。
但
し
暦
学
史
的
に
こ
の
こ
と
が
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
分
ら
な
か
っ
た
。

（
四
）	

明
石
に
お
け
る
南
中
時
刻
も
、
天
体
現
象
と
し
て
は
十
二
時
で
一
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
年
間
を
通
し
て
変
動
し
て
い
る
。

（
五
）	

長
沢
工
、『
日
の
出
・
日
の
入
り
の
計
算　

天
体
の
出
没
時
刻
の
求
め
方
』、

地
人
書
館
（
一
九
九
一
・
十
二
）
な
ど
。

（
六
）	

国
立
天
文
台
・
暦
計
算
室
「
こ
よ
み
の
計
算
」http

：//eco.m
tk.nao.

ac.jp/cgi-bin/koyom
i/koyom

ix.cgi

（
七
）	

こ
れ
に
は
『
日
本
暦
西
暦
月
日
対
照
表
』（
野
島
寿
三
郎
、日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

ツ
／
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
八
七
・
一
）
を
用
い
た
。

（
八
）	

標
高
に
つ
い
て
は
ル
ー
ト
ラ
ボ
の
ペ
ー
ジ
（http

：//latlonglab.yahoo.

co.jp/route/

）
に
よ
っ
て
い
る
。

（
九
）	
橋
本
万
平
、『
日
本
の
時
刻
制
度　

増
補
版
』
昭
和
四
一
年
九
月
、
一
四
九

～
一
五
六
ペ
ー
ジ
。
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浦
井
祥
子
、『
江
戸
の
時
刻
と
時
の
鐘
』、
平
成
一
四
年
二
月
、
一
七
七
～

一
八
三
ペ
ー
ジ
。

（
十
）	

早
乙
女
常
太
郞
、「『
曽
良
旅
日
記
』
の
時
刻
」（「
俳
文
藝
」、
第
二
三
号
、

俳
文
藝
研
究
会
、
一
九
八
四
・
六
）、「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
不
定
時
法
時
刻
」

（「
俳
文
藝
」
第
二
五
号
、
俳
文
藝
研
究
会
、
一
九
八
五
・
六
）。

（
十
一
）	既
述
の
と
お
り
明
六
ツ
は
日
の
出
の
三
十
六
分
前
、
暮
六
ツ
は
日
の
入
り
の

三
十
六
分
後
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
「
夜
明
け
」「
日
暮
れ
」
に
相
当

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
太
陽
の
中
心
の
角
度
の
マ
イ
ナ
ス
七
度
二
十
一
分

四
十
秒
に
当
る
。
こ
の
時
間
は
別
に
「
薄
明
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
詳
細

に
は
太
陽
の
角
度
が
マ
イ
ナ
ス
五
〇
分
～
六
度
の
「
常
用
薄
明
」（「
市
民
薄

明
」
と
も
）
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
。
日
の
出
直
前
ま
た
は
日
没
直
後
の
約
三
十

分
（
季
節
に
よ
り
変
動
す
る
）
で
あ
り
、
周
囲
の
様
子
が
わ
か
る
明
る
さ
と

さ
れ
る
。

（
十
二
）	た
だ
し
「
早
朝
」
が
何
時
頃
な
の
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
ひ
と
ま
ず

卯
の
上
刻
と
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
の
恣
意
性
が
入
っ
て
い
る
こ

と
を
断
っ
て
お
く
。「
朝
」
と
あ
る
の
は
日
の
出
以
降
と
し
た
。

（
十
三
）	到
着
に
関
す
る
時
間
表
記
で
は
、曽
良
が
度
々
用
い
る
「
暮
ニ
及
テ
」
や
「
暮

テ
」
が
問
題
に
な
る
。
や
は
り
恣
意
性
が
入
っ
て
し
ま
う
が
、ひ
と
ま
ず
「
暮

ニ
及
テ
」
は
酉
の
上
刻
～
暮
六
ツ
、「
暮
テ
」
は
暮
六
ツ
か
ら
酉
の
下
刻
と

し
た
。
な
お
「
夕
方
」
は
夕
七
ツ
半
、「
夜
」
は
酉
の
下
刻
以
降
と
し
た
。

（
十
四
）	た
だ
し
元
禄
二
年
で
も
八
月
九
日
（
九
月
二
十
二
日
）
に
「
色
濱
ヘ
趣
。
海

上
四
リ
。
戌
刻
、
出
船
」
と
い
う
記
述
は
あ
る
。

（
十
五
）	距
離
に
つ
い
て
は
標
高
と
同
様
ル
ー
ト
ラ
ボ
の
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
い
る
。
ま

た
経
路
に
つ
い
て
は
以
下
の
書
籍
等
を
参
考
に
し
た
。

丸
山
一
彦
監
修
、『
下
野
の
お
く
の
ほ
そ
道
』、
栃
木
県
文
化
協
会

（
一
九
七
七
・
三
）

安
藤
典
子
編
、『
奥
の
細
道
を
旅
す
る
』、日
本
交
通
公
社
（
一
九
九
六
・
一
〇
）

金
森
敦
子
、『
カ
ラ
ー
版
芭
蕉「
お
く
の
ほ
そ
道
」の
旅
』、角
川
書
店one

テ
ー

マ
２
１
（
二
〇
〇
四
・
一
）

萩
原
恭
男
監
修
、『
図
説
地
図
と
あ
ら
す
じ
で
読
む
お
く
の
ほ
そ
道
』、
青

春
出
版
社
（
二
〇
〇
六
・
一
〇
）

（
十
六
）	な
お
船
で
の
移
動
を
含
む
場
合
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
い
る
。
元
禄
二
年
で

は
三
月
二
十
七
日
に
深
川
か
ら
千
住
ま
で
、
五
月
九
日
に
塩
竃
か
ら
松
島
ま

で
船
に
乗
っ
て
い
る
が
、
時
速
一
、二
キ
ロ
程
度
で
あ
る
。
こ
の
速
度
を
和

船
の
速
度
と
し
て
遅
い
と
言
っ
て
妥
当
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
元
禄
四

年
四
月
十
二
日
に
は
最
も
遅
く
移
動
し
た
場
合
で
も
時
速
七
キ
ロ
、
最
も
早

く
移
動
し
た
と
考
え
る
と
時
速
二
一
キ
ロ
で
移
動
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
は

熊
野
本
宮
か
ら
熊
野
新
宮
ま
で
、
曽
良
も
「
出
船
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に

船
で
川
下
り
を
し
た
為
に
速
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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The Survey of the time and the moving distance esp. 
about the arrival and departure in Travel Diary 

written by KAWAI Sora in 1689 and 1691

AIZAWA, Hirokazu

　This paper is intended to show the difference of travels in 1689（Genroku 2） and 1691

（Genroku 4） of Travel Diary written by KAWAI Sora.

  The travel in 1689 is famous of Oku no Hosomichi （Narrow Road to the Deep North）. 

Basho, the author of Oku no Hosomichi, went to the Deep North accompanied by Sora 

who wrote the simple but detaild diary called as like Sora's Travel Diary or Sora's 

Attendant Diary etc.  And after two years, in 1691 Sora also wrote the another travel 

diary that he traveled alone around Kinki region, which is called as like Diary of Toured 

in Kinki etc.

　Sora often wrote the time of the arrival and the departure in form of the Japanese 

classical timetabel method.  This paper converts the time in form of the old style into the 

present method of time.  By this method this paper shows the Sora's correct action time 

and moving distance.  And by the comparison the of time in 1689 between that in 1691, 

this paper is intended to show the difference of the fact in the both travels.   


